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世
界
一
の
大
き
さ
・
美
し
さ

　
桜
で
有
名
な
加
茂
川
沿
い
の
武

丈
公
園
か
ら
約
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

奥
に
あ
る
市
之
川
鉱
山
跡
で
は
、

か
つ
て
世
界
屈
指
の
輝
安
鉱
を
産

出
し
て
い
ま
し
た
。

　
輝
安
鉱
は
、
半
導
体
な
ど
に
使

わ
れ
る
「
ア
ン
チ
モ
ン
」
と
い
う

金
属
の
原
料
鉱
石
で
す
。
市
之
川

鉱
山
か
ら
産
出
さ
れ
た
輝
安
鉱
の

結
晶
は
、
大
き
さ
・
美
し
さ
に
お

い
て
世
界
一
と
い
わ
れ
、
現
在
も

国
内
外
の
有
名
な
大
学
・
博
物
館

な
ど
で
標
本
と
し
て
所
蔵
さ
れ
て

い
ま
す
。
海
外
で
は
西
条
よ
り
も

市
之
川
の
方
が
有
名
で
す
。

最
盛
期
は
明
治
時
代

　
市
之
川
鉱
山
の
歴
史
は
古
く
、

そ
の
存
在
は
江
戸
時
代
初
期
か
ら

知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
記
録
で
は

明
治
８
年
か
ら
昭
和
32
年
ま
で
の

82
年
間
に
、
製
錬
の
原
料
と
な
る

精
鉱
量
は
３
万
６
７
０
０
ト
ン
、

輝
安
鉱
か
ら
精
製
さ
れ
た
ア
ン
チ

モ
ン
量
は
１
万
９
０
０
０
ト
ン
を

産
出
し
て
い
ま
す
。

　
中
で
も
明
治
15
年
か
ら
明
治
30

年
に
か
け
て
は
、
日
本
の
輝
安
鉱

産
出
量
・
輸
出
量
の
大
半
を
市
之

川
鉱
山
が
占
め
、
最
盛
期
を
迎
え

ま
し
た
。
明
治
37
〜
38
年
の
日
露

戦
争
、
大
正
の
第
一
次
世
界
大
戦

の
こ
ろ
に
も
繁
栄
期
を
迎
え
ま
し

た
が
、
そ
の
後
、
操
業
と
休
山
を

繰
り
返
し
、
昭
和
32
年
５
月
に
事

業
を
中
止
し
、
閉
山
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
の
市
之
川
地
区
は
10
世
帯

ほ
ど
の
小
さ
な
集
落
で
す
が
、
最

盛
期
の
明
治
中
期
に
は
山
あ
い
に

２
千
軒
近
い
家
屋
が
立
ち
並
び
、

４
千
人
近
く
の
人
が
住
ん
で
い
ま

し
た
。中
心
部
に
は
交
番
、風
呂
屋
、

劇
場
、
診
察
所
、
迎
賓
館
な
ど
も

あ
り
、
町
よ
り
も
は
る
か
に
に
ぎ

や
か
な
別
天
地
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

若
者
が
動
き
周
囲
も
動
い
た

　
現
在
、
市
之
川
鉱
山
の
価
値
を

再
評
価
し
、
そ
の
魅
力
を
広
め
て

い
こ
う
と
い
う
動
き
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
き
っ
か
け
は
西
条
高
校
生
の

活
動
。
こ
れ
ま
で
の
動
向
を
、
西

条
高
校
物
理
部
顧
問
の
園
部
孝
行

先
生
に
聞
き
ま
し
た
。

　「
西
条
高
校
で
は
平
成
25
年
か

ら
毎
年
イ
ギ
リ
ス
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア

ー
を
実
施
し
て
お
り
、
高
校
生
が

現
地
大
学
と
の
交
流
や
研
究
発
表

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
イ
ギ
リ

ス
西
南
部
の
コ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
に

あ
る
、
世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ

た
鉱
山
跡
地
の
見
学
や
、
そ
こ
で

市
之
川
鉱
山
に
つ
い
て
の
発
表
な

ど
も
行
っ
て
い
ま
す
」
と
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。
こ
の
活
動
の
中
で
、

材
料
科
学
の
世
界
的
権
威
で
あ
る

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
コ
リ
ン
・

ハ
ン
フ
リ
ー
ズ
教
授
と
の
つ
な
が

り
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
に
は
当
市
に
ハ
ン
フ

リ
ー
ズ
教
授
を
招
い
て
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
。
西
条
高
校
生
も

研
究
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
契
機
に
市
民

有
志
に
よ
る
「
市
之
川
鉱
山
の
未

来
を
考
え
る
会
」
が
発
足
さ
れ
る

な
ど
、
市
之
川
鉱
山
の
保
全
や
啓

発
に
向
け
た
機
運
が
高
ま
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
昨
年
５
月
に
は
、
日

本
地
質
学
会
が
全
国
47
都
道
府
県

の
特
徴
あ
る
「
石
」
を
選
定
し
、

愛
媛
県
の
鉱
物
と
し
て
市
之
川
鉱

山
の
輝
安
鉱
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
園
部
先
生
は
「
西
条
高
校
で
は
、
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▲美しい輝安鉱の結晶（高さ30㎝）

▲大町小学校の５年生が３月に市之川
　公民館を訪れ、仮展示室を見学

　西
条
市
に
あ
る
世
界
一
の
も
の
―
―

そ
れ
は
市
之
川
鉱
山
の
「
輝き

安あ
ん

鉱こ
う

」。

西
条
市
に
住
む
私
た
ち
が
そ
の
価
値
を

知
る
こ
と
が
、
魅
力
を
広
め
て
い
く
た

め
の
第
一
歩
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

西
条
が
誇
る
世
界
一

市
之
川
の
輝
安
鉱

特集

▲世界の鉱物ポスターに日本から唯一
　市之川産輝安鉱が掲載（写真中央）

▲かつては市之川地区に約4,000人もの
　人々が住んでいた（写真は大正５年）

▲西条郷土博物館蔵の
　輝安鉱（高さ45.5㎝）

イ
ギ
リ
ス
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
で
現

地
の
方
と
交
流
し
て
鉱
山
跡
地
の

利
用
方
法
を
学
び
、
帰
国
後
に
報

告
し
た
ほ
か
、
物
理
部
・
地
歴
部

・
商
業
科
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

市
之
川
鉱
山
の
調
査
・
研
究
や
広

く
周
知
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

生
ま
れ
変
わ
る
鉱
山
資
料
室

　
市
之
川
公
民
館
に
あ
る
鉱
山
資

料
室
で
は
、
５
０
０
点
以
上
の
鉱

山
関
係
資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

昨
年
か
ら
展
示
ス
ペ
ー
ス
の
拡
充

・
改
装
を
進
め
、
こ
れ
ま
で
の
展

示
室
の
部
屋
を
つ
な
い
で
３
倍
の

展
示
ス
ペ
ー
ス
と
な
り
、
内
装
も

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　「
市
之
川
鉱
山
の
輝
安
鉱
は
世

界
に
誇
れ
る
も
の
で
あ
り
、
皆
さ

ん
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
語

る
の
は
、
市
之
川
公
民
館
の
渡
邊

博
毅
館
長
。
公
民
館
の
鉱
山
資
料

室
は
5
月
3
日
㈬
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
予
定
で
、
渡
邊
館
長

も
展
示
内
容
の
充
実
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

　
市
之
川
公
民
館
の
開
館
日
は
基

本
的
に
火
・
木
・
日
曜
日
で
す
が
、

市
内
は
も
ち
ろ
ん
市
外
・
県
外
や

海
外
か
ら
も
お
客
さ
ん
が
来
る
と

の
こ
と
。
距
離
が
近
い
大
町
小
学

校
の
児
童
も
、
遠
足
で
こ
れ
ま
で

に
４
回
来
て
学
ん
だ
そ
う
で
す
。

　
渡
邊
館
長
は
「
残
念
な
が
ら
市

之
川
鉱
山
の
こ
と
を
知
ら
な
い
人

が
多
い
。
ま
ず
は
価
値
や
素
晴
ら

し
さ
を
知
り
、
誇
り
に
思
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
市
之
川
産
輝
安
鉱
は
、
市
役
所

玄
関
ロ
ビ
ー
の
ほ
か
、
東
京
の
国

立
科
学
博
物
館
で
６
月
11
日
㈰
ま

で
開
催
中
の
大
英
自
然
史
博
物
館

展
で
も
、
世
界
一
美
し
い
と
い
わ

れ
る
群
晶
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

鉱山資料室 リニューアルオープニングイベント

愛媛の鉱物 輝安鉱にふれよう！
日　　時　５月３日㈬～５日㈮　10時～15時
場　　所　市之川公民館　※小学生は保護者同伴
必要な物　ゴーグル（水泳用で可）、手袋、筆記用具、鉱物用ハンマー（ある方）
問 合 せ　市之川公民館　℡0897ー56ー3300（開館日は原則、火・木・日曜日）

石を割って
輝安鉱を
見つけよう

道幅が狭く危険なところがあるため、お越しの際は十分ご注意ください。

▼市之川公民館

▼道中にある案内板

Ｎ

伊予
西条
駅

市之川公民館
武丈公園

小川交差点
松山自動車道

八堂山

加茂川

11
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▲市之川について
　語る渡邊館長

▲西条高校生がイギリスで鉱山跡地の活用方法を学習（写真は昨年３月。左端が園部先生）



消
防
庁
長
官
表
彰
（
伝
達
）

■
永
年
勤
続
功
労
章

消
防
本
部
　
宮
武
髙
志
（
消
防
監
）

団
本
部
　
　
白
木
統
務
（
副
団
長
）

大
町
分
団
　
伊
藤
　
豊
（
分
団
長
）

石
根
分
団
　
曽
我
一
夫
（
分
団
長
）

氷
見
分
団
　
岡
本
省
三
（
分
団
長
）

石
根
分
団
　
松
井
一
清
（
副
分
団
長
）

庄
内
分
団
　
長
井
　
忍
（
副
分
団
長
）

愛
媛
県
知
事
表
彰

■
功
労
章

消
防
本
部
　
工
藤
克
之
（
消
防
司
令
長
）

消
防
本
部
　
織
田
典
幸
（
消
防
司
令
長
）

三
芳
分
団
　
杉
　
宏
鬼
（
分
団
長
）

禎
瑞
分
団
　
戸
田
　
基
（
分
団
長
）

吉
井
分
団
　
今
井
正
博
（
分
団
長
）

周
布
分
団
　
横
江
信
之
（
分
団
長
）

氷
見
分
団
　
安
藤
　
功
（
副
分
団
長
）

小
松
分
団
　
森
山
恭
二
（
副
分
団
長
）

田
野
分
団
　
野
村
武
好
（
副
分
団
長
）

徳
田
分
団
　
松
木
浩
樹
（
副
分
団
長
）

国
安
分
団
　
長
井
　
伸
（
副
分
団
長
）

団
本
部
　
　
豊
田
幸
江

日
本
消
防
協
会
長
表
彰
（
伝
達
）

■
功
績
章

団
本
部
　
　
伊
東
　
章
（
副
団
長
）

加
茂
分
団
　
上
野
伸
治
郎
（
分
団
長
）

■
精
績
章

団
本
部
　
　
藤
田
正
夫
（
副
団
長
）

団
本
部
　
　
矢
畑
賢
治
（
副
団
長
）

小
松
分
団
　
増
𠩤
雅
雄
（
分
団
長
）

神
戸
分
団
　
越
智
友
一
（
分
団
長
）

壬
生
川
分
団
　
一
色
敬
二
（
分
団
長
）

■
勤
続
章

団
本
部
　
　
萬
條
　
裕
（
団
長
）

団
本
部
　
　
越
智
建
樹
（
副
団
長
）

玉
津
分
団
　
金
子
伊
織
（
副
分
団
長
）

石
根
分
団
　
玉
井
祐
逸
（
部
長
）

飯
岡
分
団
　
德
増
賢
一
（
部
長
）

飯
岡
分
団
　
高
橋
　
毅
（
部
長
）

庄
内
分
団
　
近
藤
茂
孝
（
部
長
）

加
茂
分
団
　
山
内
　
斉
（
部
長
）

徳
田
分
団
　
青
野
文
紀
（
部
長
）

石
根
分
団
　
竹
内
通
敬
（
班
長
）

玉
津
分
団
　
合
田
康
男
（
班
長
）

石
根
分
団
　
黒
河
　
満
（
班
長
）

庄
内
分
団
　
山
内
尚
彦
（
班
長
）

石
根
分
団
　
内
藤
繁
美

庄
内
分
団
　
長
井
　
優

加
茂
分
団
　
上
野
友
治

氷
見
分
団
　
西
原
　
修

■
優
良
婦
人
消
防
隊

　
西
条
市
女
性
消
防
隊
　

■
優
良
婦
人
消
防
隊
員

団
本
部
　
　
宇
佐
美
友
子
（
部
長
）

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

■
竿
頭
綬

　
西
条
市
消
防
団

■
功
績
章

玉
津
分
団
　
三
浦
廣
美
（
分
団
長
）

国
安
分
団
　
杉
野
直
樹
（
分
団
長
）

丹
原
分
団
　
一
色
忠
政
（
分
団
長
）

徳
田
分
団
　
弓
山
　
恵
（
分
団
長
）

飯
岡
分
団
　
伊
藤
政
志
（
副
分
団
長
）

多
賀
分
団
　
平
木
克
彦
（
副
分
団
長
）

桜
樹
分
団
　
佐
伯
高
司
（
副
分
団
長
）

■
規
律
章

神
戸
分
団
　
加
藤
元
士
（
班
長
）

多
賀
分
団
　
前
川
剛
大
（
班
長
）

徳
田
分
団
　
鎌
倉
　
豊
（
班
長
）

田
野
分
団
　
兼
井
𠮷
弘
（
班
長
）

中
川
分
団
　
村
上
良
太
（
班
長
）

団
本
部
　
　
藤
田
美
保

神
拝
分
団
　
塩
崎
俊
輔

飯
岡
分
団
　
伊
藤
弘
幸

国
安
分
団
　
日
和
佐
　
司

三
芳
分
団
　
渡
邊
芳
貴

■
勤
続
章

吉
井
分
団
　
菅
　
昭
博
（
副
分
団
長
）

玉
津
分
団
　
森
本
実
成
（
部
長
）

吉
井
分
団
　
武
田
英
嗣
（
部
長
）

周
布
分
団
　
首
藤
辰
也
（
部
長
）

神
拝
分
団
　
久
岡
五
鈴
（
班
長
）

玉
津
分
団
　
白
木
寿
和
（
班
長
）

飯
岡
分
団
　
八
尋
　
勝
（
班
長
）

神
戸
分
団
　
山
本
和
法
（
班
長
）

禎
瑞
分
団
　
黒
川
直
樹
（
班
長
）

西
支
団
本
部
分
団
　
白
石
芳
久
（
班
長
）

周
布
分
団
　
吉
岡
　
栄
（
班
長
）

壬
生
川
分
団
　
渡
部
郁
也
（
班
長
）

吉
岡
分
団
　
志
賀
由
裕
（
班
長
）

三
芳
分
団
　
江
原
　
崇
（
班
長
）

　
　
　
　
　
山
内
浩
二
（
班
長
）

楠
河
分
団
　
田
邊
　
勝
（
班
長
）

庄
内
分
団
　
山
内
浩
昭
（
班
長
）

　
　
　
　
　
芥
川
幸
久
（
班
長
）

徳
田
分
団
　
高
橋
茂
夫
（
班
長
）

　
　
　
　
　
篠
原
　
央
（
班
長
）

　
　
　
　
　
横
山
晶
和
（
班
長
）

田
野
分
団
　
玉
井
久
人
（
班
長
）

　
　
　
　
　
宇
佐
美
隆
正
（
班
長
）

　
　
　
　
　
佐
伯
昌
紀
（
班
長
）

　
　
　
　
　
佐
伯
哲
也
（
班
長
）

中
川
分
団
　
湯
山
勝
也
（
班
長
）

　
　
　
　
　
小
坂
　
望
（
班
長
）

小
松
分
団
　
今
井
愼
治
（
班
長
）

　
　
　
　
　
首
藤
健
一
（
班
長
）

石
根
分
団
　
藤
田
健
市
（
班
長
）

大
町
分
団
　
明
比
善
揮

玉
津
分
団
　
村
上
貴
宏

神
戸
分
団
　
松
本
高
幸
・
山
口
陽
平

平
成
29
年

西
条
市
消
防
観
閲
式

消
防
活
動
の
功
績
者
２
０
６
名
・
８
団
体
を
表
彰

　
３
月
19
日
、
加
茂
川
河
川
敷
多
目
的
広
場
で
西
条
市
消
防

観
閲
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。
市
長
や
来
賓
が
見
守
る
中
、
消

防
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
に
対
す
る
表
彰
式
が
執
り
行

わ
れ
、
２
０
６
名
・
８
団
体
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）
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橘
分
団
　
　
伊
　
　
一
・
金
子
博
文

禎
瑞
分
団
　
図
子
忠
範

氷
見
分
団
　
伊
藤
宏
樹
・
　
山
貴
浩

　
　
　
　
　
伊
藤
竜
男

多
賀
分
団
　
越
智
竜
一
・
武
方
謙
一

　
　
　
　
　
佐
伯
彰
則

国
安
分
団
　
在
間
英
二
・
青
野
　
司

庄
内
分
団
　
木
原
邦
彦

丹
原
分
団
　
酒
井
祐
吾

田
野
分
団
　
德
永
勝
利
・
杉
野
敏
明

中
川
分
団
　
今
井
啓
二

桜
樹
分
団
　
佐
伯
友
一
・
徳
増
博
臣

■
親
子
消
防
団
員

神
戸
分
団
　
越
智
友
一
（
分
団
長
）・

　
　
　
　
　
越
智
裕
紀

神
戸
分
団
　
伊
藤
依
英
・
伊
藤
一
樹

■
感
謝
状
（
内
助
の
功
労
）

玉
津
分
団
　
三
浦
和
子
（
三
浦
廣
美
夫
人
）

徳
田
分
団
　
松
木
恵
美
（
松
木
浩
樹
夫
人
）

飯
岡
分
団
　
久
枝
の
ぞ
み
（
久
枝
文
繁
夫
人
）

神
戸
分
団
　
近
藤
美
佐
（
近
藤
一
雄
夫
人
）

氷
見
分
団
　
小
野
桂
子
（
小
野
治
美
夫
人
）

庄
内
分
団
　
長
井
幸
子
（
長
井
　
進
夫
人
）

小
松
分
団
　
村
上
初
美
（
村
上
和
男
夫
人
）

石
根
分
団
　
佐
伯
孝
子
（
佐
伯
義
明
夫
人
）

大
保
木
分
団
　
伊
藤
み
ゆ
き（
伊
藤
兼
二
夫
人
）

石
根
分
団
　
和
田
尚
美
（
和
田
　
弘
夫
人
）

■
感
謝
状

　
禎
瑞
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
　

　
古
川
保
育
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
　

　
東
予
北
保
育
所
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
　

西
条
市
長
表
彰

■
勤
続
10
年

国
安
分
団
　
長
野
　
淳
（
部
長
）

神
拝
分
団
　
岩
本
一
男
（
班
長
）

禎
瑞
分
団
　
高
木
　
康
（
班
長
）

加
茂
分
団
　
上
田
　
実
（
班
長
）

三
芳
分
団
　
小
宮
竜
太
（
班
長
）

徳
田
分
団
　
弓
山
敏
男
（
班
長
）

大
町
分
団
　
原
田
健
一
・
橘
　
壮
太

玉
津
分
団
　
近
藤
勝
紀

飯
岡
分
団
　
髙
橋
博
之

神
戸
分
団
　
曽
我
　
強

禎
瑞
分
団
　
岡
本
忠
夫

氷
見
分
団
　
塩
﨑
直
也

吉
井
分
団
　
黒
川
丈
裕
・
塩
﨑
　
智

周
布
分
団
　
鈴
鹿
　
実

壬
生
川
分
団
　
岡
田
朋
也

国
安
分
団
　
日
和
佐
　
司

三
芳
分
団
　
山
内
明
久

楠
河
分
団
　
加
地
勇
次

庄
内
分
団
　
山
内
　
剛
・
武
田
和
明

　
　
　
　
　
髙
橋
陽
三

丹
原
分
団
　
長
谷
部
英
治

石
根
分
団
　
曽
我
敏
之

■
勤
続 

５
年

東
支
団
本
部
分
団
　
伊
藤
雅
樹
（
班
長
）

団
本
部
　
　
高
橋
光
子
・
德
増
里
美

西
条
分
団
　
寺
田
　
達
・
髙
木
伸
幸

神
拝
分
団
　
　
野
嘉
久

玉
津
分
団
　
石
川
英
世

飯
岡
分
団
　
髙
畑
浩
二
・
藤
原
睦
教

神
戸
分
団
　
伊
藤
一
樹
・
越
智
裕
紀

橘
分
団
　
　
吉
井
一
清
・
松
木
　
勲

　
　
　
　
　
伊
藤
一
彦
・
高
橋
秀
行

　
　
　
　
　
菅
　
泰
博

氷
見
分
団
　
黒
川
豊
志
・
御
堂
翔
太

加
茂
分
団
　
伊
藤
津
好
・
一
柳
和
正

西
支
団
本
部
分
団
　
山
下
　
聡
・
戸
田
善
政

　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
智

吉
井
分
団
　
岡
田
行
弘
・
越
智
力
也

周
布
分
団
　
天
野
吉
隆

多
賀
分
団
　
井
上
　
卓

壬
生
川
分
団
　
稲
井
英
司
・
杉
浦
健
次

国
安
分
団
　
近
藤
直
樹
・
金
子
雄
事

　
　
　
　
　
伊
藤
　
工

三
芳
分
団
　
田
島
　
匠

楠
河
分
団
　
武
田
有
司
・
渡
邉
尚
志

　
　
　
　
　
村
上
卓
士
・
江
原
裕
介

庄
内
分
団
　
川
又
孝
司
・
松
木
裕
紀

丹
原
分
団
　
永
井
英
吾
・
別
宮
彈
紀

　
　
　
　
　
行
元
孝
徳
・
原
岡
慶
太

徳
田
分
団
　
菅
澤
英
二
・
大
岩
真
二

　
　
　
　
　
桑
村
拓
矢
・
佐
伯
和
信

　
　
　
　
　
河
野
豊
之

田
野
分
団
　
德
永
　
敏

中
川
分
団
　
越
智
英
樹
・
黒
川
晋
司

　
　
　
　
　
黒
川
真
也
・
佐
伯
貴
文

■
感
謝
状
（
消
防
施
設
設
置
協
力
者
）

　
楠
河
地
区
　
槇
　
清
重

　
神
戸
地
区
　
松
本
𠮷
充

　
中
川
地
区
　
柳
瀬
邦
明

　
田
野
地
区
　
佐
伯
美
宣

　
庄
内
地
区
　
髙
瀬
正
人

　
中
川
地
区
　
宗
教
法
人
　
矢
倉
神
社

西
条
市
消
防
団
長
表
彰

■
竿
頭
綬

機
械
器
具
管
理
優
秀
分
団

　
東
支
団
　
神
拝
分
団

　
西
支
団
　
楠
河
分
団
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平成29年度　当初予算　の概要
予算総額 ７７９億８,３５０万円　　前年度比 1.7％減

一般会計 ４２６億２,０００万円　　前年度比 1.6％減

特別会計 ３３４億８,５８３万円　　前年度比 2.1％減

　
最
近
の
我
が
国
経
済
は
、
緩
や
か
な
回
復
基
調

が
続
い
て
い
る
も
の
の
、
個
人
消
費
は
地
方
を
中

心
に
い
ま
だ
力
強
さ
を
欠
く
状
況
に
あ
る
ほ
か
、

世
界
経
済
に
お
い
て
は
下
振
れ
リ
ス
ク
が
あ
る
な

ど
、
経
済
の
先
行
き
は
不
透
明
感
が
増
し
て
き
て

い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
市
税
に
つ
い
て
は
前
年
度
の
当

初
予
算
額
と
比
較
す
る
と
増
収
と
な
る
も
の
の
、

普
通
交
付
税
で
は
削
減
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、
引

き
続
き
財
政
環
境
は
非
常
に
厳
し
い
も
の
と
受
け

止
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
も
と
、
こ
れ
ま
で
取
り
組

ん
で
き
た
政
策
の
一
貫
性
と
、
今
後
の
市
政
展
望

を
見
据
え
た
重
要
度
の
高
い
施
策
、
行
政
ニ
ー
ズ

の
大
き
な
事
業
を
中
心
に
、
重
点
的
・
効
率
的
な

財
源
配
分
に
努
め
、
「
ワ
ク
ワ
ク
度
日
本
一
」
の

西
条
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
ピ
ロ
リ

菌
感
染
検
査
実
施
等
に
よ
る
健
康
づ
く
り
の
推
進

や
、
第
２
子
以
降
を
対
象
と
し
た
紙
お
む
つ
購
入

券
交
付
に
よ
る
子
育
て
環
境
の
充
実
、
大
阪
事
務

所
の
復
活
に
よ
る
産
業
振
興
な
ど
、
重
要
施
策
に

積
極
的
に
取
り
組
む
予
算
編
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

企業会計

病院事業会計 ３億９,６６６万円

水道事業会計 １４億８,１０１万円

企業会計名 当初予算額

特別会計名 当初予算額

後期高齢者医療保険 １４億　 ９５５万円

１７億９,９２６万円

壬生川財産区 ３７９万円

庄内財産区 １１７万円

畑地かん水事業 ２,７０６万円

住宅新築資金等貸付事業 １８３万円

本谷温泉事業 ２,００７万円

小松地域交流事業 ６,７３１万円

土地開発事業

ひうち地域振興整備事業

５６１万円港湾上屋事業

３,９３４万円小規模下水道事業

３３億６,５７３万円公共下水道事業

１億３,５９８万円簡易水道事業

１１２億２,６５４万円介護保険

１５３億８,０２１万円国民健康保険

２３８万円

１８億７,７６７万円　　前年度比 2.3％増

特別会計
の内訳

企業会計
の内訳

▼健康づくりの推進

○ヘリコバクター・ピロリ感染検査

　事業　　　　　　　　　 286万円

○国体推進事業　　 ５億3,551万円

○国民体育大会施設整備事業

　　　　　　　　　　　 1,510万円

▼福祉の充実

○敬老事業　　　　　　 4,648万円

○子どもの学習支援事業　 232万円

▼子育て環境の充実

○愛顔（えがお）の子育て応援事業

　　　　　　　　　　　 2,311万円

▼医療体制の充実

○市単独小中学生医療費助成事業

　　　　　　　　　 ２億4,086万円

▼水資源の保全

○地下水法システム研究事業

　　　　　　　　　　　　 191万円

○地下水保全事業　　　　 156万円

▼生活環境の整備

○合併処理浄化槽維持管理事業

　　　　　　　　　　　 4,543万円

○ひうちクリーンセンター整備事業

　　　　　　　　　　 ３億819万円

▼交通体系の整備

○地域公共交通活性化対策事業

　　　　　　　　　　　　 676万円

○楠浜北条線道路改良事業

　　　　　　　　　 ２億4,015万円

○国営ほ場整備関連道路改良事業

　　　　　　　　　　　 2,000万円

▼市街地整備

○伊予西条駅バリアフリー化事業

　　　　　　　　　　　 4,167万円

○伊予三芳駅前トイレ整備事業

　　　　　　　　　　　 1,201万円

▼住宅・宅地の整備

○（仮称）新泉町団地整備事業

　　　　　　　　　　　 2,873万円

▼防災・減災対策の強化

○自主防災組織育成事業　 458万円

○防災士育成事業　　　　 154万円

○氷見分団蔵置所等整備事業

　　　　　　　　　　　 4,850万円

一般会計の主な事業

氷見公民館と氷見分団詰所兼蔵置所氷見公民館と氷見分団詰所兼蔵置所
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ひうち球場ひうち球場

▼ 一般会計４２６億２,０００万円の内訳 ▼

民生費　　　　 40.4％
１７２億３,２４３万円市税　　　　　 35.7％

１５２億　 ５１２万円

地方交付税　　 18.8％
　８０億２,１９７万円

国庫支出金　　 12.3％
　５２億３,０７７万円

市債　　　　　　8.8％
　３７億３,７８０万円

総務費　　　　 12.9％
　５４億９,００６万円

教育費　　　　 10.8％
　４６億２,０３９万円

公債費　　　　　9.5％
　４０億４,５４６万円

その他　　　　0.6％
　２億６,９２０万円

その他　　　　0.5％
　２億４,９３７万円

土木費　　　　　8.3％
　３５億１,７７４万円

衛生費　　　　　7.2％
　３０億８,３６０万円

寄附金　　　　0.6％
　２億７,０００万円

地方譲与税　　0.8％
　３億４,２００万円

分担金・負担金 1.2％
　５億１,２１４万円

使用料・手数料 1.7％
　７億１,８２７万円

諸収入　　　　2.7％
１１億２,６９６万円

繰入金　　　　4.4％
１８億７,１１８万円

地方消費税交付金　4.2％
１８億　 　　　　円

議会費　　　　0.8％
　３億４,２６９万円

商工費　　　　2.7％
１１億２,５６２万円

農林水産業費　3.3％
１４億１,０７１万円

消防費　　　　3.5％
１４億８,２１０万円

歳 出歳 入

県支出金　　　　8.3％
　３５億３,４４２万円

100％100％

50％50％

0％0％

▼学校教育の充実

○小・中学校ＩＣＴ教育推進事業

　　　　　　　　　　　 3,762万円

○適応指導教室「ひうち」移設事業

　　　　　　　　　　　　 625万円

▼歴史文化の保全・活用

○永納山城跡用地公有化事業

　　　　　　　　　 １億8,458万円

○十河信二ミュージカル公演事業

　　　　　　　　　　　　 642万円

▼社会教育の充実

○公民館耐震改修事業　 1,790万円

○氷見公民館建設事業　 3,947万円

▼農業の振興

○産地収益力強化支援事業

　　　　　　　　　 １億9,826万円

▼水産業の振興

○アサリ養殖モデル事業費補助金

　　　　　　　　　　　　　65万円

▼企業活動の活性化

○企業誘致対策事業 １億9,118万円

○国内・海外市場開拓支援事業

　　　　　　　　　　　 2,127万円

○大阪事務所販路拡大等推進事業

　　　　　　　　　　　　 460万円

▼新規産業の創出

○地域創生イノベーション創出事業

　　　　　　　　　　　　 461万円

○地域産業資源を活用した新産業創

　出促進事業　　　　　　 501万円

▼産業人材・雇用環境

○就業機会創出事業　　　 647万円

▼観光産業の創出

○石鎚山系魅力発信事業

　　　　　　　　　　　 2,639万円

○石鎚ふれあいの里改修事業

　　　　　　　　　　　 3,642万円

▼協働のまちづくりの推進

○市民活動活性化事業　　 120万円

▼経営感覚のある行財政運営の実践

○合併振興基金積立事業

　　　　　　　　　 11億7,293万円

▼行政情報の運用

○市民公開ＧＩＳ導入事業

　　　　　　　　　　　　 615万円

国史跡「永納山城跡」国史跡「永納山城跡」４市町村が連携して石鎚山系の魅力発信４市町村が連携して石鎚山系の魅力発信
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市
議
会
３
月
定
例
会
最
終
日
の
３
月

27
日
に
人
事
案
件
３
件
が
同
意
さ
れ
、

次
の
方
々
が
平
成
29
年
３
月
27
日
付
で

各
委
員
に
就
任
し
ま
し
た
。

監
査
委
員

○
徳
増
達
史
氏
（
神
拝
甲
）

　

略
歴　

昭
和
59
年
２
月
に
公
認
会
計

士
に
登
録
さ
れ
、
現
在
は
株
式
会
社
徳

増
会
計
セ
ン
タ
ー
代
表
取
締
役
。
64
歳
。

○
楠
學
氏
（
坂
元
甲
）

　

略
歴　

平
成
11
年
か
ら
市
議
会
議
員
。

67
歳
。

教
育
委
員
会
委
員

○
田
邊
重
義
氏
（
三
津
屋
）

　

略
歴　

尾
部
工
業
株
式
会
社
勤
務
を

経
て
、
昭
和
62
年
１
月
に
田
辺
武
道
具

創
業
。
平
成
26
年
４
月
か
ら
は
西
条
市

剣
道
連
盟
会
長
。
64
歳
。

　

西
条
市
、
久
万
高
原
町
、
高
知
県
い

の
町
、
同
県
大
川
村
の
４
自
治
体
で
は

魅
力
あ
ふ
れ
る
石
鎚
山
系
の
ブ
ラ
ン
ド

価
値
創
造
に
向
け
て
、
３
月
30
日
に
包

括
的
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

４
自
治
体
は
、
昨
年
12
月
に
認
定
を

受
け
た
地
域
再
生
計
画
「
石
鎚
山
系
の

魅
力
発
信
及
び
持
続
可
能
な
資
源
と
す

る
事
業
」
を
共
同
で
進
め
、
石
鎚
山
系

の
魅
力
発
信
、
観
光
振
興
、
安
全
対
策
、

環
境
保
全
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

協
定
締
結
に
よ
り
、
計
画
に
基
づ
く

事
業
だ
け
で
な
く
、
石
鎚
山
系
に
係
る

各
種
事
業
の
情
報
交
換
や
イ
ベ
ン
ト
支

援
な
ど
、
有
機
的
か
つ
継
続
的
な
連
携

を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
な
る
協

力
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

▲４市町村長による協定書の調印

市長と井戸端会議
　市長が、市民の皆さんの声を直接お聞きします。皆さんのご参加をお待ちしています。

■対象　市内各地域で活動する自治会などのグループや団体

　　　　（１グループ当たり30分から１時間程度）

■日時・場所

　○５月25日㈭　９時～　　　丹原総合支所
　○５月25日㈭　13時30分～　東予総合支所
　○５月26日㈮　９時～　　　本庁
　○５月26日㈮　13時30分～　小松総合支所
■参加方法

　５月15日㈪までに本庁シティプロモーション推進課、または参
加を希望される各総合支所総務課へ申し込みが必要です。

　各場所３団体程度を予定。申し込み多数の場合は先着順。

■問合せ

○市庁舎本館４階

　シティプロモーション推進課

　TEL0897－52－1694

○各総合支所　総務課

　※電話番号は11ページ参照

徳増達史氏

楠　　學氏

田邊重義氏
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おめでとうございます

栄典受章
　このたび、次の方が叙勲の栄誉に

輝かれました。

瑞宝単光章
消防功労

叙勲

加藤文稔氏

（東町）

　昭和21年から37年余の長きにわた

り消防団業務に精励され、この間、

西条市消防団西条分団分団長等の要

職を歴任され、その優れた消防精神

をもって、住民の安全確保に多大な

貢献をされました。

市
議
会
３
月
定
例
会

人
事
案
件
３
件
に
同
意

４
自
治
体
で
包
括
的
連
携
協
定
締
結

石
鎚
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値

創
造
に
向
け
て
協
力



臨時福祉給付金（経済対策分）の

申請受付を開始します

給付金をかたる　　　　　　　　にご注意ください！
“振り込め詐欺”
“個人情報詐取”

申請期間　５月１日㈪～11月１日㈬

●市庁舎本館１階　臨時福祉給付金事務局　TEL0897－52－5786

●各総合支所　臨時福祉給付金受付窓口
　東予：TEL0898－64－2700 丹原：TEL0898－68－7300 小松：TEL0898－72－2111

●厚生労働省　給付金専用ダイヤル　TEL0570－037－192（オー！みな　いいきゅうふ）

厚生労働省
給付金キャラクター「カクニンジャ」

ＡＴＭの操作や

手数料の振込などを

求めることは

絶対ありません！

臨時福祉給付金（経済対策分）とは？

　消費税率引き上げによる影響を緩和するため、

所得の少ない方々に対して、制度的な対応を行う

までの間の、暫定的・臨時的な措置として実施し

ているものです。今回は、国の経済対策の一環と

して、平成29年４月～平成31年９月までの２年半

分を一括支給します。

【支給対象者】

　原則、平成28年１月１日時点で西条市に住民票

があり、平成28年度の市民税（均等割）が課税さ

れていない方（平成28年度臨時福祉給付金・３千

円の支給対象者）

※次に該当する場合などは支給対象外です。

●ご自身を扶養している方に、平成28年度市民税

　（均等割）が課税されている場合

●生活保護制度の被保護者となっている場合

【支給額（１回のみ）】

　支給対象者１人につき、１万５千円

給付金の申請方法

【申請方法】

　支給対象と思われる方（世帯）に申請書（請求

書）と案内チラシを４月下旬に送付しています。

　申請書が届いたら、内容をご確認の上、必要事

項を記入・押印して市へ郵送するか、市の受付窓

口へ直接提出してください。

【申請に必要な書類】

①申請書（対象と思われる方に郵送）

②支給対象者全員分の本人確認書類（運転免許証

　または健康保険証など）の写し

③給付金を受け取る口座の金融機関名・口座番号

　・口座名義人（カナ）が分かる通帳かキャッシ

　ュカードの写し

※平成28年度臨時福祉給付金（３千円）の支給を

　受けた方で、今回も同じ口座への入金を希望さ

　れる場合に限り、②③の書類は不要です（代理

　受給者の口座を除く）。

給付金キャラクター「カクニンジャ」

手数料の振込などを

絶対ありません！

●申請受付後、支給の可否を審査します。

●給付金の支給後に、支給対象でないことが判明した場合は、給付金を返還していただきます。

●ＤＶ（ドメスティックバイオレンス）被害者の方の手続きについては、別途ご相談ください。

臨時給付金の問い合わせ先・受付窓口

注意事項

　「臨時福祉給付金」をよそおった“振り込め詐欺”や“個人情

報の詐取”にご注意ください。市担当者や厚生労働省職員が電話

や訪問によって、世帯状況や金融機関の情報をお伺いすることは

ありません。市や厚生労働省（の職員）をかたった不審な電話や

郵便があった場合は、上記事務局や最寄りの警察署（または、警

察相談専用電話「♯９１１０」）へご相談ください。
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春
合
宿
　
西
条

in

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
推
進
事
業

17
チ
ー
ム
１
０
０
０
人
超
が
来
西

　

市
内
で
行
わ
れ
た
合
宿
・
キ
ャ
ン
プ

で
は
、
社
会
人
や
大
学
生
、
中
高
生
の

チ
ー
ム
が
集
中
し
た
練
習
や
交
流
戦
に

汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
特
に
雨
天
時

な
ど
に
も
使
用
で
き
る
東
予
運
動
公
園

の
屋
内
運
動
場
「
ビ
バ
・
ス
ポ
ル
テ
ィ

ア
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｊ
Ｏ
」
は
大
変
好
評
で
し
た
。

　

ま
た
、
合
宿
チ
ー
ム
と
地
元
チ
ー
ム

と
の
交
流
戦
の
ほ
か
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
西
日
本

硬
式
野
球
部
や
大
阪
成
蹊
大
学
女
子
陸

上
競
技
部
の
練
習
に
地
元
中
学
生
が
参

加
す
る
な
ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交

流
の
輪
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。
近
年
は

市
内
の
高
校
生
が
合
宿
団
体
へ
進
学
し
、

合
宿
参
加
で
来
西
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え

て
き
て
い
ま
す
。

問
合
せ

　

市
庁
舎
新
館
２
階
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

　

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
５

ＪＦＥ西日本硬式野球部ＪＦＥ西日本硬式野球部

関西学院大学体育会硬式野球部関西学院大学体育会硬式野球部京都工芸繊維大学硬式野球部京都工芸繊維大学硬式野球部

熊本大学柔道部熊本大学柔道部

甲南大学体育会硬式野球部甲南大学体育会硬式野球部

松山フェニックス松山フェニックス

上宮高等学校硬式野球部上宮高等学校硬式野球部

神戸国際大学硬式野球部神戸国際大学硬式野球部大阪成蹊大学女子陸上競技部大阪成蹊大学女子陸上競技部

太成学院大学女子ソフトボール部太成学院大学女子ソフトボール部

拓殖大学野球部拓殖大学野球部

天理大学硬式野球部天理大学硬式野球部

同志社香里中学校・高等学校陸上部同志社香里中学校・高等学校陸上部

宝塚ＦＣ 宝塚ＦＣ 

徳島藍住リトルシニア徳島藍住リトルシニア

流通科学大学硬式野球部流通科学大学硬式野球部 姫路南高等学校硬式野球部姫路南高等学校硬式野球部
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〒799-1394　周布349番地1　TEL0898ー64ー2700　℻0898ー65ー4363東予総合支所

〒799-1198　小松町新屋敷甲496番地　TEL0898ー72ー2111　℻0898ー72ー4048小松総合支所

〒791-0592　丹原町池田1733番地1　TEL0898ー68ー7300　℻0898ー68ー4769丹原総合支所

支所だより 各総合支所管内での身近な出来事や話題などを紹介します

　

　平成21年度に事業着手した県営ほ場整備事業高田地

区（農地面積23.9ヘクタール）の換地処分登記が終了

し、この３月をもって事業完了となりました。

　工事前の農地（209筆）は、不整形で狭い農地が多

く、耕作が放棄された農地もありましたが、この事業

により、１区画おおむね30アールの整形で広く使いや

すい農地（87筆）になりました。

　併せて農道や排水路、用水路の整備も一体的に行っ

たことで、水田の水はけや作物などの運搬条件も良く

なり、麦や大豆、野菜など畑作物の作付けも可能とな

りました。

　今後は地域農業を支える担い手への農地利用集積が

図られ、経営規模の拡大や生産コスト削減などの効果

により農業経営が安定することで、さらなる地域農業

の活性化が期待されます。

　これまで長期にわたり、高田地区ほ場整備委員会の

委員長をはじめ、委

員の皆さんや地元土

地改良区の方々には

大変お世話になりま

した。周辺の住民の

皆さんには工事へご

理解・ご協力いただ

き、ありがとうござ

いました。

　「ＬＧＢＴとは何か知っていますか。これは、４つ

の言葉の頭文字です。L＝レズビアン、女性の同性愛

者。Ｇ＝ゲイ、男性の同性愛者。Ｂ＝バイセクシュア

ル、両性愛者。Ｔ＝

トランスジェンダー、

心と体の性が一致し

ない人を表していま

す」。小学校５・６

年生を対象とした出

前授業の最初の説明

です。丹原東中学校

では、３年前から性的マイノリティ（ＬＧＢＴなどの

性的少数者）に関する人権学習を進めています。

　昨年からは正しい知識を知る学習だけではなく、差

別解消のため行動できる力を身に付けようと、地区別

懇談会への参加、小学校への出前授業、丹原総合支所

などへのポスター掲示依頼に取り組んでいます。参加

した生徒は「ポスター掲示依頼の訪問をしてみて人権

課題についてさらに考えを深めることができた」「説

明を聞いた園長先生が『このポスターをいろいろな人

に見てもらい、今日教えてもらったことを伝えられる

ようになりたい』と言ってくれた」「どんどん正し

い知識が広まればいい」と感想を述べていました。

　ポスターは、丹原総合支所玄関ホールにも掲示され

ています。ぜひご覧ください。

ＬＧＢＴを知っていますか？
～地区懇・ポスター掲示・出前授業～

県営ほ場整備事業（高田地区）が
　　　　　　　　　　完了しました

　

　「おにぎりを食べて防災を考えよう」。東日本大震

災から６年を迎えるのを前に、３月10日、小松小学校

５年生52人が「防災おにぎり」づくりをしました。

　この取り組みは、東日本大震災の記憶を風化させる

ことなく、災害発生時に自分の身を守ることを日ごろ

から意識するとともに、共に備え助け合う環境をつく

るため、昨年度から実施しているものです。

　家庭科室では、５年生が心を込めて育てたお米が炊

き上がると、ご飯をラップに包み、おにぎりづくりに

挑戦。みんなでごはんを食べられる当たり前の日常に

感謝しながら、防災学習を終えた６年生と一緒に、完

成したおにぎりをおいしそうにほおばっていました。

おにぎりづくりに挑戦した児童は「気持ちを込めて自

分で作ったおにぎりは

いつもよりおいしい」

と話してくれました。

　おにぎりづくりを通

して震災の記憶を受け

継ぎ、防災について友

だちと語り合える貴重

な時間を過ごせたこと

は、卒業間近の６年生

にとって心に残る特別

な一日となったのでは

ないでしょうか。

元気ＧＯＧＯ米de防災おにぎり
　　　　　　～小松小学校の活動～

▲ほ場整備で使いやすい農地に

▲小学校に出向き授業をします

▲米づくりからみんなで挑戦
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５
月
の
市
税
ご
よ
み

１�
日
㈪　

固
定
資
産
税
第
１
期
分

の
納
期
限

10�

日
㈬　

市
県
民
税
（
特
別
徴
収

分
）
４
月
分
の
納
期
限

19�

日
㈮　

固
定
資
産
税
第
１
期
分

の
督
促
状
の
発
送

30�

日
㈫　

市
県
民
税
（
特
別
徴
収

分
）
４
月
分
の
督
促
状
の
発
送

31�

日
㈬　

軽
自
動
車
税
全
期
分
の

納
期
限

※�

督
促
状
１
通
に
つ
き
100
円
の
督

促
手
数
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

※�

口
座
振
替
利
用
者
は
、
納
期
限

日
の
残
高
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

５
月
５
日
㈮
の
ご
み
収
集
を

お
休
み
し
ま
す

　
「
こ
ど
も
の
日
」
は
次
の
地
区

の
ご
み
収
集
を
休
み
ま
す
。
次
回

の
収
集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○�

も
え
る
ご
み　

西
条
、
神
拝
、

神
戸
（
舟
形
・
津
越
・
長
瀬
）、

禎
瑞
、
氷
見
、
加
茂

○�

も
え
な
い
ご
み　

大
町
、
神
戸

（
舟
形
・
津
越
・
長
瀬
・
兎
之

山
・
中
寺
・
大
久
保
を
除
く
）

※�

次
回
の
収
集
日
は
収
集
時
間
が

大
幅
に
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ご
み
は
必
ず
午
前
８
時
ま

で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

詳
し
い
日
程
な
ど
は
、
各
世
帯

へ
配
布
し
て
い
る
「
ご
み
収
集

日
一
覧
表
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
管
理
し
て

い
る
方
へ

　

収
集
休
み
を
周
知
す
る
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
用
の
チ
ラ
シ
を
、
担
当
課

窓
口
と
各
公
民
館
に
用
意
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
庁
舎
新
館
２
館

　

環
境
衛
生
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
３
８

市
長
の
資
産
な
ど
を
公
開

　
「
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の

市
長
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る

条
例
」
に
規
定
す
る
市
長
の
資
産

等
報
告
書
を
公
開
し
ま
す
。

閲
覧
開
始
日　

５
月
８
日
㈪
～

時
間　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

閲
覧
場
所
・
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
４
階　

総
務
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
６

○
各
総
合
支
所　

総
務
課

赤
十
字
活
動
資
金（
募
金
）に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

５
月
は
全
国
一
斉
の
「
赤
十
字

運
動
月
間
」
で
す
。
皆
さ
ん
か
ら

の
募
金
が
原
資
と
な
る
活
動
資
金

は
、
自
然
災
害
な
ど
の
被
災
者
へ

の
救
援
物
資
や
見
舞
金
の
支
給
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
活
用
さ

れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
１
階
社
会
福
祉
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
８
８

○
各
総
合
支
所　

市
民
福
祉
課

○新居浜年金事務所　TEL0897－35－1300

　※音声ガイダンスに従って１回目は「１」を、２回目は

　　「２」を選択してください。

○市庁舎新館１階　市民生活課　TEL0897－52－1383

○各総合支所　市民福祉課

問合せ

老齢年金の受給資格期間が
10年に短縮されます

　これまで老齢年金を受給するためには、保険料納付済期

間や免除期間、厚生年金などの加入期間、合算対象期間な

どの資格期間が25年以上必要でしたが、８月１日㈫からは
10年以上に短縮されます。

年金請求書を送付します

　８月１日時点で支給開始年齢に達し、資格期間が10年以

上25年未満であることが確認できた方には、老齢年金の請

求書を２月から７月上旬にかけて順次発送しています。

　請求書が届かない方でも、任意加入の申し出により期間

を加えたり、合算対象期間を含めたりして年金を受給でき

る可能性があります。ご自身の年金記録を「ねんきん定期

便」や「ねんきんネット」などでご確認ください。

手続き方法

　請求書が届き次第、手続きに必要な各種証明書類を持っ

て、最寄りの年金事務所で手続きしてください。加入履歴

が国民年金第１号被保険者期間だけの方は、市役所の担当

窓口でも請求書を受け付けます。

※年金を受給する権利が発生する日は８月１日㈫です。

便利な「ねんきんネット」
市役所でも利用できます
　「ねんきんネット」では、自分の年金記録などを

インターネットでいつでも確認できます。パソコン

をお持ちでない方や操作方法がわからない方のため

に、市役所で「ねんきんネット」情報が取得できる

サービスを開始しました。

日時　月～金曜日（祝日除く）８時30分～17時15分

場所　市庁舎新館１階　市民生活課

必要な物

　〇本人確認ができるもの（運転免許証・パスポー

　　トなど、顔写真のないものは２種類）

　〇基礎年金番号がわかるもの（年金手帳など）

　〇印鑑

　〇委任状（代理の場合）

問合せ　市庁舎新館１階　市民生活課

　　　　TEL0897－52－1383
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　西条市国民健康保険または後期高齢者医療保険の被

保険者で、次にあてはまる方

○平成29年４月１日現在、35歳以上の方

○国民健康保険税または後期高齢者医療保険料を滞納

　していない方

○平成29年度に市が行う集団健診・医療機関健診を受

　診もしくは申し込みしていない方

※同時受診は、前年度・前々年度に同時受診していな

　い方に限ります（３年度に１回の申し込み）。今年

　度の同時受診は、前年度・前々年度とも抽選に外れ

　た方を優先します。

対象者

　印鑑（スタンプ印不可）と被保険者証（保険証）を

持って、市庁舎新館１階国保医療課または各総合支所

市民福祉課でお申し込みください。

申込方法（結果は５月下旬に通知）

　国民健康保険　　　約１,１２０人

　後期高齢者医療保険　約３５０人

定員（定員を超えた場合は抽選）

※短期人間ドック・脳ドック・後期高齢者健診の検査

　項目には、特定健診の検査項目も含まれています。

　重複受診をした場合は全額自己負担となります。

※集団健診・医療機関健診の中で、ドックと検査内容

　が重複しないものは受診できます。ドックの受診票

　が届いた後に、保健センターへご相談ください。

市庁舎新館１階　国保医療課

○国保係　TEL0897－52－1447（国民健康保険）

○医療係　TEL0897－52－1212（後期高齢者医療保険）

問合せ

自己負担額（検査費用の２割負担）

　短期人間ドック　　　６,５８３円

　脳ドック　　　　　　６,５８３円

　同時受診　　　　　１０,６９７円

受診医療機関（短期人間ドック・脳ドック・同時受診）

○西条中央病院　　　　○村上記念病院

○済生会西条病院　　　○市立周桑病院

○70歳以上の方は、短期人間ドックのみの受診です。

○平成29年度中に75歳を迎える方は、誕生日の前日ま

　での受診は国民健康保険、誕生日以降の受診は後期

　高齢者医療保険での申し込みとなります。

注意事項

国民健康保険・後期高齢者医療保険の被保険者の皆さんへ

短期人間ドック・脳ドックの申し込みを受け付けます

申込期間
５月11日㈭～17日㈬
８時30分～17時15分　※11日㈭は19時まで

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
費
・

維
持
管
理
費
を
補
助
し
ま
す

●
設
置
費
補
助

補
助
対
象
者
　
公
共
下
水
道
事
業

計
画
区
域
外
ま
た
は
集
合
処
理
区

域
外
に
お
い
て
、
主
に
居
住
を
目

的
と
し
た
住
宅
に
合
併
処
理
浄
化

槽
を
設
置
・
転
換
す
る
方

※�

「
転
換
」
と
は
、
既
存
の
く
み

取
り
便
槽
や
単
独
処
理
浄
化
槽

（
ト
イ
レ
の
汚
水
の
み
処
理
す

る
浄
化
槽
）
を
合
併
処
理
浄
化

槽
に
設
置
替
え
す
る
こ
と
で
す
。

補
助
金
の
限
度
額

○
９
月
ま
で
受
付
分

　

５
人
槽　

46
万
３
０
０
０
円

　

７
人
槽　

61
万
５
０
０
０
円

　

10
人
槽　

88
万
６
０
０
０
円

○
10
月
以
降
受
付
分
（
転
換
）

　

５
人
槽　

45
万
円

　

７
人
槽　

61
万
５
０
０
０
円

　

10
人
槽　

85
万
円

○
10
月
以
降
受
付
分
（
転
換
以
外
）

　

５
～
10
人
槽　

12
万
円

●
維
持
管
理
費
補
助

補
助
対
象
者　

公
共
下
水
道
供
用

開
始
区
域
外
ま
た
は
集
合
処
理
区

域
外
に
お
い
て
、
住
宅
に
10
人
槽

以
下
の
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置

し
、
法
律
に
基
づ
く
保
守
点
検
・

清
掃
・
法
定
検
査
を
毎
年
適
正
に

行
っ
て
い
る
方

※�

該
当
の
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
し
て
い
る
方
に
は
、
愛
媛
県

浄
化
槽
協
会
が
法
定
検
査
実
施

時
に
申
請
書
を
交
付
（
申
請
は

検
査
実
施
の
翌
年
度
内
ま
で
）。

補
助
金
額　

合
併
処
理
浄
化
槽
１

基
に
つ
き
１
回
目
の
申
請
か
ら
10

年
間
、
１
年
度
当
た
り
１
万
円

●
問
合
せ　

市
庁
舎
新
館
２
階

　

環
境
衛
生
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
６
１

※�

い
ず
れ
の
補
助
金
も
予
算
の
範

囲
内
で
の
交
付
と
な
り
ま
す
。

有
害
鳥
獣
被
害
の

防
除
費
用
を
助
成
し
ま
す

　

農
作
物
・
林
産
物
な
ど
へ
の
被

害
を
防
止
す
る
た
め
、
電
気
柵
な

ど
の
設
置
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
の
内
容　

予
算
の
範
囲
内
で
、

次
の
購
入
費
に
対
し
て
２
分
の
１

以
内
を
助
成
（
上
限
５
万
円
）

○
電
気
柵

○�

防
護
柵
（
ト
タ
ン
を
除
く
）

○�

防
護
ネ
ッ
ト
（
鳥
獣
害
対
策
）

※
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

助
成
対
象
者　

市
内
の
被
害
地
で

所
有
権
な
ど
の
権
限
に
基
づ
い
て

耕
作
を
行
う
者
な
ど

問
合
せ

○
市
庁
舎
新
館
３
階
林
業
振
興
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
５
０
４

○
各
総
合
支
所　

農
林
水
産
課
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「西条市立て干し網」の開催を中止します
　近年のエイの増加や干潟のぬかるみによる危険箇所の

拡大などにより、安全な開催に支障をきたす状況となっ

ているため、主催者である東予地域漁業協同組合連合協

議会では、来場者の安全確保を最優先する立場から平成

27・28年度の「西条市立て干し網」を中止し、次年度以

降の開催の可能性を検討してきました。しかし、イベン

トを安全に開催できる有効な方策が無いことから、今年

度も引き続き「西条市立て干し網」を中止することとな

りました。同イベントを心待ちにされていた皆さまには

誠に申し訳ございませんが、ご理解いただきますようお

願いいたします。

問合せ

○東予総合支所　農林水産課　　TEL0898－64－2700

○市庁舎本館３階　農業水産課　TEL0897－52－1513

ウ
ジ
・
ボ
ウ
フ
ラ
と
ネ
ズ
ミ
の

駆
除
薬
剤
を
お
渡
し
し
ま
す

　

自
治
会
の
班
・
組
単
位
な
ど
で

必
要
数
量
を
取
り
ま
と
め
て
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

薬
剤
量
（
１
世
帯
に
つ
き
）

○
ウ
ジ
・
ボ
ウ
フ
ラ
用　

１
袋

○
ネ
ズ
ミ
用　

１
袋　

申
込
期
間

　

５
月
１
日
㈪
～
17
日
㈬

引
渡
時
期　

６
月
１
日
㈭
～

申
込
先

○
市
庁
舎
新
館
２
階
環
境
衛
生
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
６
１

○
各
総
合
支
所　

市
民
福
祉
課

特
別
弔
慰
金
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か

支
給
対
象
者　

戦
没
者
等
の
死
亡

当
時
に
生
ま
れ
て
い
た
ご
遺
族
で
、

平
成
27
年
４
月
１
日
（
基
準
日
）

に
お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ
る
公

務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦
没

者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年

金
」
な
ど
を
受
け
る
方
（
戦
没
者

等
の
妻
や
父
母
な
ど
）
が
い
な
い

場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順

位
の
ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
。

１�　

平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を

取
得
し
た
方

２　

戦
没
者
等
の
子

３�　

戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫
③

祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

※�

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
状
況

で
順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

４�　

前
記
１
か
ら
３
以
外
の
戦
没

者
等
の
三
親
等
内
の
親
族
（
甥お

い

、

姪め
い

な
ど
）

※
生
計
関
係
な
ど
の
条
件
あ
り
。

支
給
内
容　

額
面
25
万
円
、
５
年

償
還
の
記
名
国
債

申
請
期
限　

平
成
30
年
４
月
２
日

申
請
に
必
要
な
物

　

戸
籍
抄
本
な
ど
必
要
な
書
類
は

過
去
の
請
求
状
況
で
異
な
り
ま
す

の
で
、
申
請
時
に
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
ほ
か
に
認
印
（
ス
タ
ン
プ
印

不
可
）、
請
求
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
（
個
人
番
号
）
が
わ
か
る
書
類
、

免
許
証
な
ど
請
求
者
の
身
元
が
確

認
で
き
る
も
の
な
ど
が
必
要
で
す
。

　

代
理
人
が
手
続
き
す
る
場
合
は
、

委
任
状
と
、
代
理
人
の
身
元
が
確

認
で
き
る
も
の
も
必
要
で
す
。

申
請
先

○
市
庁
舎
本
館
１
階
社
会
福
祉
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
８
８

○
各
総
合
支
所　

市
民
福
祉
課

不
動
産
公
売
会

　

税
金
の
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ

え
た
不
動
産
を
、
高
松
国
税
局
と

合
同
で
公
売
し
ま
す
。

日
時　

５
月
30
日
㈫

○
受
付　

13
時
～

○
入
札　

13
時
30
分
～
13
時
45
分

場
所

　

市
庁
舎
本
館
５
階
大
会
議
室

※�

会
場
で
公
売
保
証
金
の
納
付
が

必
要
で
す
。
詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
２
階

　

納
税
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
４
１

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を

実
施
し
ま
す

　

税
金
の
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ

え
た
普
通
自
動
車
を
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
公
売
し
ま
す
。
落
札
さ
れ

た
物
件
の
買
受
代
金
は
、
滞
納
者

の
未
納
税
金
な
ど
の
支
払
い
に
あ

て
ら
れ
ま
す
。

ア
ク
セ
ス
先　

ヤ
フ
ー
・
ジ
ャ
パ

ン
の
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

URL�http://koubai.auctions.
yahoo.co.jp/

※�

納
付
状
況
な
ど
に
よ
り
公
売
中

止
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

入
札
参
加
申
込
期
間　

５
月
26
日

㈮
13
時
～
６
月
12
日
㈪
23
時

入
札
期
間　

６
月
19
日
㈪
13
時
～

21
日
㈬
23
時

※�

公
売
保
証
金
の
納
付
が
必
要
で
、

納
付
方
法
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
決
済
の
み
で
す
。
詳
細
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
２
階

　

納
税
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
４
１

医
師
確
保
奨
学
金
貸
付

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

将
来
、
医
師
と
し
て
市
指
定
の

医
療
機
関
に
勤
務
し
よ
う
と
す
る

医
学
生
に
対
し
、
修
学
に
必
要
な

資
金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

対
象　

大
学
の
医
学
部
で
医
学
を

専
攻
す
る
学
生
（
自
治
医
科
大
学

を
除
く
）
１
～
６
年
生

募
集
人
数　

２
人

種
類
・
貸
付
限
度
額
・
貸
付
期
間

○
修
学
資
金
奨
学
金

　

月
額
20
万
円
・
最
大
６
年
間

○
入
学
資
金
奨
学
金

　

50
万
円
・
入
学
年
度
１
回
限
り

返
還
免
除　

指
定
医
療
機
関
で
臨

床
研
修
を
受
け
、
指
定
期
間
医
師

と
し
て
勤
務
す
る
な
ど
の
条
件
を

満
た
し
た
場
合
、
奨
学
金
の
返
還

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

受
付
期
限　

９
月
29
日
㈮
（
郵
送

の
場
合
は
30
日
㈯
の
消
印
有
効
）

※�

募
集
人
員
に
満
た
な
い
場
合
は

随
時
受
け
付
け
ま
す
。

問
合
せ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　

健
康
医
療
推
進
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
９
５
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障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

原
則
65
歳
未
満
の
障
が
い
者
に

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
や
就
労

支
援
な
ど
を
提
供
し
ま
す
。
事
前

に
障
が
い
支
援
区
分
の
認
定
が
必

要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象　

身
体
障
が
い
者
（
児
）、

知
的
障
が
い
者
（
児
）、
精
神
障

が
い
者
（
児
）、
難
病
な
ど
に
罹り

患か
ん

さ
れ
て
い
る
方

サ
ー
ビ
ス
の
種
類　

居
宅
介
護

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
）、
障

が
い
者
福
祉
施
設
・
障
が
い
児
通

所
施
設
の
利
用
、
就
労
支
援
な
ど

障
が
い
支
援
区
分

　

支
援
の
必
要
性
の
度
合
い
を
示

す
も
の
で
あ
り
、
各
種
障
害
手
帳

の
等
級
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
ら
れ

て
い
る
場
合
、
そ
ち
ら
が
優
先
と

な
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
１
階
社
会
福
祉
課

℡
０
８
９
７

－
５
２

－

１
２
１
４

FAX
０
８
９
７

－
５
２

－

１
２
９
４

○
各
総
合
支
所　

市
民
福
祉
課

意
思
疎
通
支
援
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

聴
覚
障
が
い
者
の
方
を
対
象
に
、

手
話
通
訳
者
や
要
約
筆
記
者
を
派

遣
す
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
1
階

　

社
会
福
祉
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

FAX
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
９
４

青
い
鳥
郵
便
ハ
ガ
キ
を

無
償
配
布
し
ま
す

　

郵
便
事
業
㈱
で
は
、
重
度
の
身

体
・
知
的
障
が
い
者
の
福
祉
に
対

す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
、
通
常

郵
便
ハ
ガ
キ
を
無
償
配
布
し
ま
す
。

対
象　

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２

級
ま
た
は
療
育
手
帳
Ａ
の
方

配
布
枚
数　

１
人
20
枚

受
付
期
限　

７
月
11
日
㈫

申
込
手
続　

身
体
障
害
者
手
帳
か

療
育
手
帳
を
持
っ
て
、
最
寄
り
の

郵
便
局
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

○
各
郵
便
局

○
市
庁
舎
本
館
１
階
社
会
福
祉
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

○
各
総
合
支
所　

市
民
福
祉
課

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

　

平
成
29
年
工
業
統
計
調
査
を
、

従
業
者
４
人
以
上
の
全
て
の
製
造

事
業
所
を
対
象
に
６
月
１
日
時
点

で
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、

わ
が
国
の
工
業
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
の
重
要
な
基
幹
統
計

調
査
で
、
統
計
法
に
基
づ
く
報
告

義
務
が
あ
り
ま
す
。
調
査
結
果
は

中
小
企
業
施
策
や
地
域
振
興
な
ど

の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活

用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
票
へ
の
記
入
内
容
は
、
統

計
作
成
の
目
的
以
外
（
税
の
資
料

な
ど
）
に
使
用
す
る
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。
調
査
の
趣
旨
・

必
要
性
を
ご
理
解
の
上
、
ご
回
答

を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
主
体　

経
済
産
業
省
、
愛
媛

県
、
西
条
市

問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
４
階　

総
務
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
９
０

ア
マ
ゴ
の
つ
か
み
取
り
大
会

日
時　

５
月
５
日
㈮

　
　
　

10
時
～
（
小
雨
決
行
）

場
所

　

加
茂
川
左
岸
ト
リ
ム
公
園
前

内
容　
「
こ
ど
も
の
日
」
に
親
子

で
加
茂
川
の
豊
か
な
自
然
に
触
れ
、

水
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
ょ
う
。

対
象　

小
学
生
（
保
護
者
同
伴
）

注
意
事
項　

網
で
の
捕
獲
は
禁
止

（
手
袋
は
可
）

問
合
せ　

加
茂
川
漁
業
協
同
組
合

℡
０
８
９
７

－

５
６

－

９
５
２
４

軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会

日
時　

６
月
４
日
㈰

　
　
　

９
時
～
12
時

場
所　

ビ
バ
・
ス
ポ
ル
テ
ィ
ア
Ｓ

Ａ
Ｉ
Ｊ
Ｏ

種
目　

ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
、
フ
ー

プ
デ
ィ
ス
ゲ
ッ
タ
ー
、
ペ
タ
ン
ク

対
象　

小
学
４
年
生
以
上

※�

３
人
１
組
で
競
技
（
１
人
か
ら

の
申
し
込
み
も
可
）

必
要
な
物　

運
動
の
で
き
る
服
装
、

水
筒
、
タ
オ
ル

申
込
方
法　

専
用
の
用
紙
を
申
込

先
に
提
出
。（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

へ
は
フ
ァ
ク
ス
可
）

申
込
期
限　

６
月
１
日
㈭

申
込
先

○
市
庁
舎
新
館
2
階

　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
５

FAX
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
８
６

○
各
総
合
支
所　

総
務
課

問
合
せ　

お
近
く
の
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
ま
た
は
申
込
先
ま
で

行事の日程・場所などは、変更になる場合があります。

日時 場所行事名

７日　9：30
石鎚クライミング
パークＳＡＩＪＯ

西条市次世代育成支援
スポーツ事業
徳永潤一山岳競技教室

西条市スポーツ少年団
第17回リーグ決勝トーナメ
ント（ソフトボール）

東予体育館

27日　9：00
28日　9：00

ひうち球場ほか
第72回国民体育大会
軟式野球競技成年男子
愛媛県選考会

丹原総合公園
多目的広場

瓶ヶ森駐車場～
土小屋第２駐車場

14日　9：00 東予体育館
西条市スポーツ少年団
空手道大会

３日　9：00
４日　9：00

東予運動公園
野球場ほか

西条市少年軟式野球大会

21日 10：30
石鎚山系元気
ウォーキング大会

７日　9：00

西条市スポーツ少年団
春季大会（ミニバス）

28日　9：00

５月のスポーツカレンダー

▲スナッグゴルフ
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■日程（各コース６回）

　Ａコース　７月７日㈮・11日㈫・13日㈭・14日㈮・
　　　　　　20日㈭・21日㈮　９時30分～11時30分
　Ｂコース　７月25日㈫・27日㈭・28日㈮・８月１日㈫・
　　　　　　３日㈭・４日㈮　９時30分～11時30分
　Ｃコース　９月５日㈫・７日㈭・８日㈮・12日㈫・
　　　　　　14日㈭・15日㈮　９時30分～11時30分
　Ｄコース　９月12日㈫・14日㈭・15日㈮・20日㈬・
　　　　　　22日㈮・26日㈫　13時30分～15時30分
　Ｅコース　９月29日㈮・10月３日㈫・５日㈭・６日㈮・
　　　　　　11日㈬・13日㈮　13時30分～15時30分　
　Ｆコース　６月27日㈫・28日㈬・30日㈮・７月４日㈫・
　　　　　　５日㈬・７日㈮　19時～21時
■場所　Ａ・Ｂ・Ｃコース：小松公民館

　　　　Ｄ・Ｅ・Ｆコース：中央公民館

■内容　Ａ・Ｄコース：文書作成（ワード）・初級

　　　　Ｂ・Ｅコース：文書作成（ワード）・中級

　　　　Ｃ・Ｆコース：表計算（エクセル）・初級

■対象・定員　一般・各コース14人

▼ 初級パソコン講座

■日程　６月開講　月２回・水曜日（全18回）

　　　　Ａクラス：10時～　Ｂクラス：13時30分～

■内容　外国人講師による生きた英会話を学習します。

■対象・定員　一般・各クラス20人程度

▼ 英会話講座

■日程　６月開講（全10回）　10時～12時

■内容　土を触り、形を作ることへの楽しみを学び、子ど

　　　　もの豊かな感性と表現力を養います。

■対象・定員　小学３～６年生・10人程度

▼ 子ども陶芸教室

　各公民館に設置の案内チラシに付いている申込書に

必要事項を記入し、中央公民館へ提出してください。

　各講座とも定員を超えた場合は抽選となります。

※各講座の受講料は無料ですが、画材や学習教材代な

　どの実費が必要です。

■対 象 者　市民、市内に勤務する方

■申込期間　５月２日㈫～21日㈰
■問 合 せ　中央公民館　TEL0898－65－4030

▼中央公民館主催講座の申込方法▼

■日程・内容　６月開講　月１回（全８回）

　○ストレッチウォーキング（４回）　14時～

　　６月８日㈭・７月13日㈭・８月10日㈭・９月14日㈭
　○初心者太極拳講座（４回）

　　14時～（11月８日㈬のみ10時30分～）
　　10月12日㈭・11月８日㈬・12月14日㈭・１月11日㈭
■対象・定員　一般・30人程度

▼初心者太極拳とストレッチウォーキング講座

■日程　６月開講　月１回・土曜日（全10回）９時～12時

■内容　パステルクレヨンや折り紙で動物や乗り物などを

　　　　描き、子どもの豊かな感性と表現力を養います。

■必要経費　パステルクレヨン代：2,400円

　　　　　　画板代：760円　用紙代：1,000円程度

■対象・定員　小学１～６年生・30人程度

▼ 子ども美術講座

中央公民館主催講座受講生募集

東
予
南
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
愛
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時　

５
月
21
日
㈰　

10
時
30
分

～
14
時
30
分
（
雨
天
決
行
）

内
容　

園
児
の
歌
、
道
前
太
鼓
、

バ
ザ
ー
、の
み
の
市
、読
み
聞
か
せ
、

ふ
わ
ふ
わ
エ
ア
ー
ポ
リ
ン
、
マ
ジ

ッ
ク
バ
ル
ー
ン
、
工
作
コ
ー
ナ
ー
、

ミ
ニ
救
急
車
・
白
バ
イ
乗
車
、
自

転
車
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
体
験

な
ど
（
み
き
ゃ
ん
来
場
）

場
所
・
問
合
せ

　

東
予
南
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
９
８

－

６
５

－

６
６
８
０

※�

東
予
南
幼
稚
園
・
保
育
所
の
駐

車
場
も
利
用
で
き
ま
す
が
、
な

る
べ
く
乗
り
合
わ
せ
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

東
予
北
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
愛
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時　

５
月
28
日
㈰　

10
時
30
分

～
14
時
（
雨
天
決
行
）

内
容　

河
北
こ
ど
も
園
児
の
歌
、

バ
ザ
ー
、
の
み
の
市
、
ミ
ニ
寄
せ

植
え
、
花
の
苗
即
売
、
ゲ
ー
ム
・

工
作
コ
ー
ナ
ー
な
ど
（
ゆ
る
キ
ャ

ラ
来
場
）

場
所
・
問
合
せ

　

東
予
北
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
９
８

－

６
６

－

４
１
８
５

※�

駐
車
場
は
、
す
ぱ
ー
く
東
予
、

日
泉
ポ
リ
テ
ッ
ク
㈱
西
条
工
場

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

第
39
回
ふ
れ
あ
い
即
売
会

日
時　

５
月
14
日
㈰　

10
時
～
13

時
30
分
（
雨
天
決
行
）

内
容　

季
節
の
野
菜
・
花
類
・
ク

ッ
キ
ー
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
品
な
ど

の
即
売
、
う
ど
ん
・
お
は
ぎ
な
ど

の
バ
ザ
ー

場
所
・
問
合
せ　

障
害
者
支
援
施

設　

道
前
育
成
園

℡
０
８
９
８

－

６
６

－

１
９
５
９

第
24
回
西
条
市

東
予
文
化
協
会
美
術
展

日
時　

５
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰

９
時
～
17
時
（
14
日
は
15
時
ま
で
）

場
所　

中
央
公
民
館

内
容　

東
予
文
化
協
会
美
術
部

門
（
洋
画
、
書
道
、
写
真
、
版
画
、

工
芸
彫
塑
）
の
作
品
展
示

問
合
せ　

東
予
総
合
支
所

　

教
育
委
員
会
西
部
分
室
内

　

東
予
文
化
協
会
事
務
局

℡
０
８
９
８

－

６
４

－

２
７
０
０▲昨年の美術展

16広報さいじょう　2017　５月号

■西条市庁舎　　TEL0897－56－5151　　■東予総合支所　TEL0898－64－2700

■丹原総合支所　TEL0898－68－7300　　■小松総合支所　TEL0898－72－2111 情報最前線



申込先　丹原文化会館　TEL0898－68－3555

■ハーモニカ講習会
　日時：第１・３土曜日　９時30分～11時30分
　内容：好きな曲が学べます。Ｃ調ハーモニカ使用。
　受講料：月500円

■ギター講習会
　日時：第１・３土曜日　９時30分～11時30分
　内容：基礎から学びます。アコースティックギター使用。
　受講料：月500円

■和太鼓講習会
　日時：毎週金曜日　19時30分～21時30分
　対象：小学生以上　　内容：基礎から学びます。
　受講料：月1,000円

■子どものキーボード教室
　日時：第２・４土曜日　17時～17時30分
　対象：小学生　　内容：基礎から学びます。
　受講料：月500円

■吹奏楽クリニック（楽器別講習会）
　日時：年５回程度
　内容：県内外の講師が10種類の楽器を指導します。
　受講料：１回500円

■合唱講習会
　日時：第２・４土曜日　９時30分～11時30分
　対象：小学生～高校生　内容：基礎から学びます。
　受講料：月500円

丹原文化会館 各種講習会

※講習の日程などは変更になる場合があります。

※５月８日㈪、22日㈪は清掃作業などのため休館します。
申込先　食の創造館　TEL0898－65－7150

簡単！クッキング教室

パティシエに学ぶ スイーツ講習会

～食の創造館10周年記念イベント～

日時　６月５日㈪　12時～14時30分
内容　だしのとり方や西条の食材を使った料理など。

講師　野﨑洋光氏（料理本・テレビ出演などで活躍）

協力　竹村竜二氏（松山市「日本料理　和敬」）

定員　約50人（応募多数の場合は抽選）

参加費　2,500円　　申込期限　５月29日㈪

日時　５月18日㈭　13時～16時
内容　いちごを使いプロ直伝のスイーツを２品作る。

講師　佐野栄一氏（ケーオーホテル総料理長）

定員　16人（応募多数の場合は抽選）

参加費　2,500円　　申込期限　５月11日㈭

日時　５月15日㈪　９時30分～11時
内容　いちごジャム作りと冷たいデザートでプチティ

　　　ータイム。

講師　管理栄養士　佐藤郷子氏　　定員　先着16人

参加費　1,500円　　申込期限　５月８日㈪

日本料理人・野﨑洋光氏による特別料理講習会

地元産品を使った

料理教室・講習会

第
46
回
西
条
地
域

春
季
市
民
芸
術
文
化
祭

開
催
日　

５
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰

場
所　

総
合
文
化
会
館

展
示
時
間
（
美
術
展
）

○
20
日　

10
時
～
17
時

○
21
日　

10
時
～
16
時

展
示
作
品
（
美
術
展
）　

洋
画
、

書
道
、
陶
芸
、
生
け
花
、
押
し
花
、

写
真
、
日
本
画
、
水
墨
画
、
木
彫

公
演
時
間
（
芸
能
祭
）

○
20
日　

12
時
55
分
～
15
時
55
分

○
21
日　

10
時
～
15
時
50
分

公
演
内
容
（
芸
能
祭
）

○
20
日　

日
舞

○�

21
日　

大
正
琴
、
コ
ー
ラ
ス
、

三
曲
、
詩
吟
、
器
楽

問
合
せ　

市
庁
舎
新
館
４
階

　

社
会
教
育
課
内

　

西
条
文
化
協
会
事
務
局

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
６
２
８

第
１
回　

自
然
観
察
会

日
時　

５
月
27
日
㈯

　
　
　

16
時
～
18
時

場
所　

加
茂
川
河
口
干
潟
（
龍
神

社
前
）

内
容　

干
潟
の
生
き
物
の
観
察

講
師　

光
澤
安
衣
子
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
西
条
自
然
学
校
）

定
員　

40
人
（
先
着
順
、
小
学
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）

申
込
期
限　

５
月
22
日
㈪

申
込
先　

市
庁
舎
新
館
２
階

　

環
境
衛
生
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
８
２

Eﾒｰﾙkankyoeisei@
saijo-city.jp

障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

日
時
（
全
20
回
）

　

６
月
16
日
～
翌
年
２
月
の
金
曜

日　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　

東
予
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

在
宅
障
が
い
者
で
、
パ
ソ

コ
ン
を
持
っ
て
来
る
こ
と
が
で
き

る
方

定
員　

10
人
程
度

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

内
容　

ワ
ー
ド
や
カ
レ
ン
ダ
ー
づ

く
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の

基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン
操
作

講
師　

障
が
い
当
事
者
グ
ル
ー
プ

　

オ
ン
リ
ー
ワ
ン

テ
キ
ス
ト
代
等　

約
１
０
０
０
円

問
合
せ　

西
条
市
障
害
者
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
９
８

－

６
４

－

２
６
０
０
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韓
国
語
・
中
国
語
講
座

期
間
・
時
間　

６
月
～
翌
年
３
月

〇
中
国
語
（
土
曜
日
・
各
20
回
）

　

中
級　

13
時
30
分
～
15
時

　

初
級　

15
時
30
分
～
17
時

〇
韓
国
語
（
日
曜
日
・
各
20
回
）

　

中
級　

13
時
20
分
～
14
時
50
分

　

初
級　

15
時
10
分
～
16
時
40
分

※�

専
門
的
な
語
学
講
座
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

７
割
以
上
の
受
講
が
可
能

で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

〇
市
内
に
在
住
・
通
勤
す
る
方

〇
西
条
市
国
際
交
流
協
会
会
員

定
員　

各
20
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

６
０
０
０
円
（
国
際
交

流
協
会
会
員
は
５
０
０
０
円
）

申
込
期
限　

５
月
26
日
㈮

申
込
先　

市
庁
舎
本
館
３
階

　

地
域
振
興
課
内

　

西
条
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
６

丹
原
町
国
際
交
流
協
会

中
国
語
講
座

受
講
日
時

○
初
級　

５
月
９
日
㈫
開
講

　

第
２
・
４
火
曜
日

　

19
時
30
分
～
21
時

○
中
級　

５
月
11
日
㈭
開
講

　

第
２
・
４
木
曜
日

　

19
時
30
分
～
21
時

場
所　

徳
田
公
民
館

受
講
料　

年
５
０
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
代
別
途
必
要

申
込
期
限　

開
講
日
前
日

申
込
先

　

丹
原
町
国
際
交
流
協
会
（
安
藤
）

℡
０
９
０

－

２
７
８
１

－

６
５
０
２

Eﾒｰﾙnakaando@
pssw

eb.ne.jp

愛え

顔が
お

の
子
育
て
応
援
事
業
の

登
録
店
舗
を
募
集

　

県
と
市
で
は
、
安
心
し
て
子
ど

も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る

環
境
を
つ
く
る
た
め
、
第
２
子
以

降
の
出
生
時
に
、
紙
お
む
つ
が
購

入
で
き
る
応
援
券
（
愛え

顔が
お

っ
子
応

援
券
）
を
８
月
か
ら
交
付
し
ま
す
。

こ
の
応
援
券
を
利
用
で
き
る
登
録

店
舗
を
募
集
し
ま
す
。

事
業
内
容　

紙
お
む
つ
購
入
券
５

万
円
分
を
、
平
成
29
年
４
月
１
日

以
降
に
第
２
子
以
降
が
生
ま
れ
た

市
内
在
住
の
保
護
者
に
交
付

※�

応
援
券
の
交
付
は
８
月
１
日
㈫

開
始
予
定
で
す
。
４
月
１
日
か

ら
７
月
31
日
ま
で
に
第
２
子
以

降
が
生
ま
れ
た
保
護
者
に
は
、

８
月
以
降
に
案
内
し
ま
す
。

申
込
方
法　

子
育
て
支
援
課
、
各

総
合
支
所
市
民
福
祉
課
に
備
え
て

い
る
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

※
申
請
は
随
時
（
5
月
中
の
申
請

　

店
舗
に
は
説
明
会
を
開
催
予
定
）

申
込
先　

市
庁
舎
本
館
１
階

　

子
育
て
支
援
課

℡
０
８
９
７

－
５
２

－

１
３
７
０

成
人
式
実
行
委
員
を
募
集

　

成
人
式
の
企
画
や
運
営
に
携
わ

る
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

平
成
９
年
４
月
２
日
～
平

成
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
平

成
30
年
成
人
式
に
出
席
予
定
の
方

申
込
期
限　

５
月
31
日
㈬

成
人
式
の
開
催
日

　

平
成
30
年
１
月
７
日
㈰

成
人
式
の
会
場
・
開
式
時
間

○
西
条
地
域
の
方

　

総
合
文
化
会
館　

10
時
30
分

○
東
予
・
丹
原
・
小
松
地
域
の
方

　

丹
原
文
化
会
館　

13
時
30
分

申
込
先　

市
庁
舎
新
館
４
階

　

社
会
教
育
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
４

高
齢
者
の
た
め
の

お
仕
事
相
談
会

日
時　

５
月
17
日
㈬
・
６
月
13
日

㈫
・
７
月
19
日
㈬
・
８
月
23
日
㈬

・
９
月
20
日
㈬

　

13
時
30
分
～
16
時

※
受
付
は
13
時
～
15
時
30
分

場
所　

西
条
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
（
小
松
総
合
支
所
３
階
）

内
容　

臨
時
・
短
期
的
、
軽
易
な

就
業
に
関
す
る
相
談
や
情
報
提
供
、

高
齢
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー
の
案
内
な

ど対
象　

市
内
在
住
の
健
康
で
働
く

意
欲
の
あ
る
60
歳
以
上
で
、
現
在

仕
事
を
し
て
い
な
い
方

※�

当
日
の
受
付
順
で
個
別
面
談
の

た
め
、
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

公
益
社
団
法
人
西
条
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
９
８

－

７
６

－

３
６
７
０

自
衛
官
募
集

●
自
衛
官
候
補
生

受
付
期
間　

通
年
募
集

応
募
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

初
任
給　

13
万
８
０
０
円
（
２
士

昇
任
後
17
万
６
０
０
０
円
）

※
平
成
29
年
２
月
１
日
現
在

●
自
衛
官
等
募
集
説
明
会

日
時　

５
月
16
日
㈫

　
　
　

18
時
～
19
時

場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

自
衛
隊
の
活
動
と
福
利
厚

生
・
勤
務
体
系
、
募
集
種
目
な
ど

●
問
合
せ

　

自
衛
隊
新
居
浜
出
張
所

℡
０
８
９
７

－

３
２

－

５
３
９
６

愛顔つなぐえひめ国体・えひめ大会

のぼり旗・プランターの協賛企業を募集
　選手・監督をはじめ当市に来られる方々を歓迎するため、競技会場を飾るのぼり旗

や花のプランターの協賛企業を募集します。花の苗の育成や、のぼり旗・プランター

の設置は、障がい者就労支援の一環として障がい者支援事業所に委託します。

募集内容　１口１万円（１口当たり、のぼり旗４セットまたはプランター４セット）

申込先　市庁舎新館２階　国体推進課内　市実行委員会事務局　TEL0897－52－1473

▲プランター

のぼり旗

▲

え　がお
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東 予 郷 土 館
周布427　　TEL0898－65－4797

【開館時間】９時～19時　　【５月休館日】月曜日、31日㈬

●「子どもの日」無料開放

日時　５月５日㈮　10時～21時
対象　小・中学生　※１回の利用は２時間以内

●市内小・中学生無料開放日

日時　５月６日㈯・13日㈯　10時～12時
●市内小・中学生「無料クロール教室」

日時　５月27日㈯　10時30分～11時

丹原Ｂ＆Ｇ海洋センター
丹原町志川甲12－1　　TEL0898－75－3933

小松温芳図書館・郷土資料室
小松町新屋敷甲3007－１　　TEL0898－72－5634

●特別展「第15回　新収蔵資料のお披露目展」

　昨年度、東京をはじめ市内外から寄贈・寄託いただい

た小松ゆかりの品々をお披露目展示しています。

　近藤篤山先生の書のほか、郷土

の先人である河上哲太氏が愛用し

た茶碗（右写真）も初公開となり

ます。

期間　６月25日㈰まで

佐伯記念館・郷土資料館
丹原町池田1711－1　　TEL0898－68－4610

【開館時間】８時30分～17時

【５月休館日】月曜日、２日㈫、９日㈫～11日㈭

【開館時間】10時～21時　　　【５月休館日】月曜日

【開館時間】９時～17時30分　【５月休館日】水曜日、8日㈪

●四国八十八ヶ所版画展（徳島・高知編）

　四国八十八ヶ所をテーマに杉森進さんが

周桑和紙で制作した版画を展示。

期間　５月30日㈫まで
●一閑張り（柿渋使用）作り教室

　柿渋の自然素材を生かした作品が

できます。（全２回）

日時　６月15日㈭・29日㈭
　　　13時30分～15時30分

定員　先着16人　　材料費　500円

申込期限　５月28日㈰
●母の日企画　手すき和紙のフラワーカード作り

　母の日に手作りのカードで、感謝のメッセージを手渡

してみませんか？　手すき和紙を好きな色の和紙花で飾

り、オリジナルのカードを作ります。

日時　５月13日㈯　10時～12時
対象　小学生　　定員　先着10人

材料費　100円

申込期限　５月10日㈬

●趣味の手芸展

　パッチワーク、創作アップリケ、モラ手芸、組木細工、

エコクラフト作品などを展示します。

期間　５月12日㈮～30日㈫

【十河信二記念館】

●「ＮＨＫそれいけ！俳句キッズ」句集展示

　小学生が県内を吟行して詠んだ俳句を展示。鉄道歴史

パークをテーマとした俳句を多数展示しています。

期間　５月９日㈫まで
【四国鉄道文化館　北館】

●紙芝居「十河信二伝」上演（協力：つくしんぼの会）

　当市出身の漫画家・つだゆみさん

原作の紙芝居で、十河信二氏の偉業

を楽しく読み聞かせてくれます。

日時　５月14日㈰　14時上演
【四国鉄道文化館　南館】

●ＳＬお掃除・学習会「シゴナナぷらす」

　Ｃ57－44の修復整備に携わった

大山正風さんからＳＬの仕組みや

構造を教わりながら、楽しく掃除

をします。

日時　５月７日㈰　13時～15時
対象　小学生以上（小学生は保護者同伴）

定員　先着10人　　申込先　南館　TEL0897－52－1303

●ペーパークラフト体験教室

　０系やＮ700系などの新幹線、

ＳＬなど、いろいろな列車をペー

パークラフトで作ってみよう！

日時　土曜日　14時～15時

鉄道歴史パークinＳＡＩＪＯ
大町798－1　　TEL0897－47－3855

【開館時間】９時～18時　　※観光交流センターは無休

【５月休館日】水曜日（３日は開館）

●楽しいちぎり絵サークル展

　手すき和紙を素材に「ちぎる、は

ぐ、はる」の仕方で制作。他の芸術

にはない、独特の風合いとぬくもり

のある作品に仕上がっています。

期間　５月１日㈪～29日㈪
場所　椿交流館内・まちづくり展示コーナー

【開 館 時 間】オアシス館：９時～18時
　　　　　　　椿 交 流 館：10時～22時（受付21時30分まで）
【５月休館日】オアシス館：無休
　　　　　　　椿 交 流 館：水曜日（３日開館）

石鎚山ハイウェイオアシス館
椿交流館（椿温泉こまつ）

小松町新屋敷乙22－29
オアシス：TEL0898－76－3111　椿交流館：0898－76－3511
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▼ プラネタリウム情報 ▼

それいけ！アンパンマン

～星の色と空の色～
ほし　　いろ　　そら　　いろ

こ ど も の 国
明屋敷131－2　　TEL0897－56－8115

投影開始時間（10分前にはお越しください。約30分投影）

　○火～金曜日：13時30分、15時

　○土・日曜日・祝日：11時、14時、15時　

観覧料　50～200円（幼児、65歳以上の方は無料）

※第２土曜日の11時（１回目）は観覧無料です。

Ⓒやなせたかし／フレーベル館・ＴＭＳ・ＮＴＶ

五 百 亀 記 念 館
明屋敷238－2　　TEL0897－53－1008

い お き

●彫刻素材展　～五百亀が信頼した鋳造技術～

　五百亀作品と共に、美術鋳造の

過程をパネルで紹介しています。

期間　９月24日㈰まで
●伊藤孝子押花絵作品展

期間　５月４日㈭～21日㈰　※最終日は正午まで
●縫いの会 パッチワーク展　～平井澄子・丹みち子による～

期間　５月25日㈭～30日㈫
【各種実技講座 参加者募集】　※詳細は五百亀記念館へ。

●第４回デッサン実技講座 

　６月開講、第４土曜日（全10回）　　定員　10人

●彫刻実技講座（基礎編）

　６月開講、第１土曜日（全10回）　　定員　10人

●エコクラフト作品展　

　手芸の好きな仲間たちが、紙バ

ンドで作った手作りのかごや小物

などを展示します。

期間　５月３日㈬～30日㈫ 
●火おこし体験　　土・日曜日　10時～15時　※要申込

考 古 歴 史 館
福武乙27－6　　TEL0897－55－0419

●特別展「歴史小説　天正の陣のさしえ展」その２　

　切り絵作家・塩崎剛さんがはさみで

切り抜いた歴史小説の挿絵の原画展。

　第12話から20話までの挿絵です。

期間　５月３日㈬～31日㈬
　　　※初日は14時から、最終日は16時まで

●郷土史講座

日時　５月18日㈭　14時～16時
内容　西条郷土博物館所蔵　甲冑を見る

　　　～半田銘の具足について～

講師　友澤明氏　　定員　30人

申込期限　５月12日㈮　※申込受付は電話・ファクス

西 条 郷 土 博 物 館
明屋敷237－1　　TEL・FAX0897－56－3199

【開館時間】９時～19時

【５月休館日】月曜日、２日㈫、９日㈫～11日㈭

【開館時間】９時～17時

【５月休館日】月曜日、２日㈫、９日㈫～11日㈭

【開館時間】９時～17時

【５月休館日】月曜日、２日㈫、９日㈫～11日㈭

生 涯 学 習 の 館
天神１－205　　TEL0897－53－8686

愛 媛 民 芸 館
明屋敷238－8　　TEL0897－56－2110

【開館時間】９時～16時30分

【５月休館日】月曜日、２日㈫、９日㈫～11日㈭

【開館時間】８時30分～17時

【５月休館日】月曜日、２日㈫、９日㈫～11日㈭

●伊予絣展

　1967年の開館当時から集めた伊予絣

50点や、伊予絣の柄絵を展示中。

期間　９月30日㈯まで
●村上恭一吹きガラス展

　いたずらに主張せず、使い手のイメー

ジが膨らんでいくような器作りを心掛け

ている村上さんの作品展。

期間　５月27日㈯～６月４日㈰
　　　※最終日は15時まで

●西条市こどもの国まつり

　ベイブレード大会（申込制）、工作コーナー（一部材

料費必要）、しゃぼん玉遊びのほか、昔の遊び紹介、消

防車両展示など、楽しい催しをたくさん行います。

　この日のプラネタリウムは、観覧無料です。

日時　５月５日㈮　10時～14時 ●同美会展

　学習グループ「同美会」による油彩画作品の展示。

日時　５月３日㈬～25日㈭　※17時までの展示
●木工教室「ダストボックス（檜材）の制作」

日時　６～７月の第２・４土曜日　13時30分～15時30分

定員　12人　　材料費　1,000円程度

申込期限　５月27日㈯　※機械使用講習も実施します。
●絵画教室　水彩画（用具は各自持参）

日時　５月12日㈮・19日㈮　19時～21時
●中高年ピアノ教室

日時　５月17日㈬・24日㈬　13時30分～15時30分
対象　40歳以上の初心者　※教材自己負担

【開館時間】９時～22時

【５月休館日】月曜日、２日㈫、９日㈫～11日㈭

緑蔭緑蔭
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西条図書館：大町1590　TEL0897－56－2668

東予図書館：周布427　 TEL0898－65－4797

丹原図書館：丹原町池田1733－1（丹原総合支所３階）　TEL0898－68－8711

小松温芳図書館：小松町新屋敷甲3007－1　TEL0898－72－5634

●５日・19日（金曜日）

飯岡西原集会所　　　10：00～10：20

飯岡戻川集会所　　　10：30～11：00

禎瑞小学校　　　　　13：00～13：30

田滝小学校　　　　　14：00～14：30

徳田公民館　　　　　14：40～15：10

●12日・26日（金曜日）

千野々バス停前　　　10：00～10：30

氷見公民館　　　　　10：50～11：20

玉津小学校　　　　　13：00～13：30

●６日・20日（土曜日）

兎之山集会所　　　　10：00～10：20

舟形バス停横　　　　10：30～11：00

伊曽乃神社鳥居前　　11：10～11：40

大郷集会所　　　　　13：10～13：40

志川集会所　　　　　14：00～14：20

中川公民館　　　　　14：30～15：00

●13日・27日（土曜日）

楠河公民館　　　　　10：00～10：40

庄内小学校　　　　　10：50～11：20

東予北地域交流センター

　　　　　　　　　　11：30～11：50

多賀小学校　　　　　13：10～13：40

周布小学校　　　　　13：50～14：20

吉井公民館　　　　　14：30～15：00

【開館時間】

　西条図書館：９時～22時

　東予図書館・丹原図書館・小松温芳図書館：９時～19時

【５月休館日】

　西条図書館：31日㈬
　東予図書館：月曜日、31日㈬
　丹原図書館：金曜日（５日開館）、８日㈪、31日㈬
　小松温芳図書館：水曜日（３日開館）、８日㈪、31日㈬

西条図書館

○ぴょんぴょんお話会

　５月13日㈯　15時～15時30分　　　対象：幼児・小学生
○ぴよぴよお話会

　５月17日㈬　10時～、10時30分～　対象：乳幼児
東予図書館

○ころころどんぐりお話会

　５月17日㈬　10時30分～　　対象：乳幼児以上
丹原図書館

○ばらっこおはなし会

　５月13日㈯　14時～15時　　対象：幼児以上
○たんたんおはなし会

　５月25日㈭　10時30分～11時　　対象：乳幼児
小松温芳図書館

○おはなし会

　５月27日㈯　10時30分～　　対象：乳幼児以上
※その他の講座は各館配布の「図書館だより」をご覧ください。

●８日・22日（月曜日）

市民の森入口分岐点　 9：40～10：10

グリーンハイツグラウンド

　　　　　　　　　　10：20～10：50

壬生川小学校　　　　13：00～13：30

庄内公民館　　　　　13：50～14：20

ＪＡ周桑吉岡支所前　14：30～14：50

●２日・16日・30日（火曜日）

船屋集会所　　　　　10：00～10：40

玉津団地集会所　　　10：50～11：20

西条小学校　　　　　13：00～13：30

神戸公民館　　　　　13：50～14：00

明穂集会所　　　　　14：30～15：00

●９日・23日（火曜日）

大谷西　　　　　　　10：00～10：30

西福寺入口　　　　　10：40～11：10

橘小学校　　　　　　13：00～13：30

桜樹公民館　　　　　14：00～14：30

田野公民館　　　　　14：40～15：00

●３日・17日（水曜日）

橘公民館　　　　　　10：00～10：30

グループホームまなべ駐車場

　　　　　　　　　　10：40～11：10

飯岡小学校　　　　　13：00～13：30

生涯学習の館　　　　13：40～14：10

●10日・24日（水曜日）

ファミリーハイツ北公園

　　　　　　　　　　10：00～10：30

オレンジハイツグラウンド

　　　　　　　　　　10：40～11：10

神戸小学校　　　　　13：00～13：30

国安上集会所前　　　14：00～14：30

▼ ５月のおはなし会 ▼ ▼移動図書館車「カワセミ号」５月の巡回コース▼

●手形、足形でスタンプしよう！

　「こどもの日」の記念に、手形・足形を残しませんか！

　５月５日㈮　13時30分～14時30分
●のびのびタイム　５月の各土曜日　13時30分～14時30分

　６日：レゴで遊ぼう　　　　13日：キーホルダー作り

　20日：しゃぼん玉で遊ぼう

●リトミック（要申込）　５月31日㈬　11時～11時45分
　対象：２歳児～未就学児の親子　　定員：10組

●ジャンボお絵かき　　大きなキャンパスに絵を描こう！

　作品は１年間、児童館の壁面になります。

　５月５日㈮　10時～15時　　対象：幼児・小学生
●ゲーム遊び

　５月13日㈯　14時～15時30分　　定員：小学生15人
●えいごであそぼう！（要申込）

　５月20日㈯　10時30分～11時30分　　定員：小学生15人
●リトミック（要申込）　定員：親子各10組

　５月30日㈫　１歳６カ月～２歳２カ月：10時～10時20分
　　　　　　　２歳３カ月以上：10時30分～11時

●お楽しみ工作

　先着30人の「お楽しみ工作コーナー」を設置します。

　５月５日㈮　10時～15時
●丹原わくわくフェスタ

　美しい音を奏でるハーモニカコンサート。

　ほかにも楽しいゲームなどもあるよ！

　５月27日㈯　10時～11時30分
　対象：幼児親子15組、小学生30人

●こども映画会「ルドルフとイッパイアッテナ」

　５月５日㈮　10時～11時30分　　対象：幼児・小学生
●茶道クラブ

　５月13日㈯　10時～12時　　対象：幼児・小学生
●かんたん手芸「壁飾り」（要申込）

　５月13日㈯　13時30分～14時30分
　対象：幼児・小学生　　定員：20人

●リズム教室

　５月20日㈯　10時30分～11時30分
　対象：幼児～小学３年生

【開館時間】８時30分～17時　　※幼児は、必ず保護者同伴でお越しください。

【５月休館日】月曜日、３日㈬、４日㈭

氷見西新開59　TEL0897－57－6061西条西部児童館 丹原児童館 丹原町池田1802－3　TEL0898－68－6960

西条児童館 大町456－1　TEL0897－56－2511 広岡甲92－2　TEL0898－66－5342東予西児童館
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３／25　「千の風」表彰イベントで手紙の魅力をお届け

　昨年募集した第３回「千の風になったあなたへ贈る手紙」の表彰イベントを総合文化会館で開催。新井満さ

ん、竹田美喜さん、秋川雅史さんなどのゲストのほか、遠くは北海道などから受賞者の皆さんが参加。篠笛の演

奏に合わせた西条高校書道部による書道パフォーマンスや、受賞作品の朗読などで、来場者の皆さんに手紙の持

つ力をお伝えしました。受賞作品など157編収録の作品集は、全国の書店や市役所・各総合支所で販売中です。

３／26　礼儀面でもレベルアップ

　次世代を担う子どもたちを対象に、トップアスリー

トによるスポーツ教室を開催しています。３月26日に

は熊本大学柔道部部長の小澤雄二先生を迎え、柔道教

室を開催。69人の受講生が柔道の技術面だけでなく礼

儀面も学び、心身ともにレベルアップを図りました。

全早慶野球戦がひうち球場で８月開催！

　早稲田大学・慶應義塾大学の硬式野球部の現役選手

とＯＢの混成チームで対戦する「全早慶野球戦」が８

月19日にひうち球場で開催されます。３月23日には早

稲田大学校友会愛媛県支部西条稲門会と新居浜三田会

の方が市役所を訪れ、準備状況などを報告しました。

３／18～28　高校生海外スタディツアー

　市内の高校生15人が米国サンフランシスコ市で10日

間の研修を行いました。現地高校の生徒宅にホームス

テイをしながら、授業への参加や、西条市紹介プレゼ

ンテーション、ヒントを元に校外で課題を解決してい

くゲームなど、英語での交流に挑戦しました。

３／９　休耕地を活用した事業がスタート

　中川小学校の子どもたちが「栗」を通した栽培体験

学習事業を行っています。３月９日、事業のスタート

として苗木の定植・水やり、せん定が行われました。

ペンタファームさんの協力のもと、子どもたちは真剣

かつとても楽しそうに作業していました。
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大きな感動に包まれたミュージカル「ナザ」～坊っちゃん劇場アカデミー～

　昨年10月に開講した西条市坊っちゃん劇場アカデ

ミーの発表公演ミュージカル「ナザ―大地から来た少

年―」を総合文化会館で上演。小学生から社会人まで

30人の受講生が、半年間の練習の成果を披露しまし

た。出演者のひたむきな演技に、たくさんの人で埋

まった会場は大きな感動に包まれ、カーテンコールで

は惜しみない拍手が送られました。

　春の実りが詰まった「たんばランラン♪SWEETS　

DAY」が丹原の農園で開催。地元の野菜や果物で作っ

たオリジナルスイーツの販売、イチゴのジェラート作

り体験、畑見学ツアーや移住相談会・空き家見学会な

どが行われ、大勢の家族連れなどでにぎわいました。

４／９　地域の実りで楽しいイベント ４／１　椿交流館がリニューアル

　昨年12月から改修工事を行ってきた椿交流館がリ

ニューアルオープン。当日は約500人の利用者で大い

ににぎわいました。トレーニングルームも新設された

当館で、燧灘の遠望が広がる展望風呂などにゆっくり

つかって日々の疲れを癒やしてみませんか。
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　西条市の魅力をお伝えするＰＲ番組を、インターネッ
ト動画共有サービス「 」で公開しています。
　移住がテーマの番組「あ
たらしい暮らし方、西条で
見つけよう！」など、さま
ざまな切り口の動画があり
ます。ぜひご覧ください。

　今年秋に開催される「愛顔つなぐえひめ国体・えひめ
大会」に向け、多くの方に地域の魅力を知っていただく
ため、西条市と新居浜市では共同でＰＲ番組を制作しま
した。電車の旅編、ドライブ編、秋まつ
り編の三つの動画を「さいじょうムービ
ーチャンネル」でも公開しています。

問合せ　市庁舎本館４階　シティプロモーション推進課　 － －

西条市の魅力をお伝えします！ 西条市・新居浜市の共同制作！
さいじょうムービーチャンネル

コラボ動画

新居浜市とのコラボ動画を公開

動画の閲覧はこちらのＱＲコードから

▲

え がお

　お子さんの写真に氏名・性別・生年月日、住所、保護者の
氏名、電話番号、 字以内のコメントを添えて、誕生月の前月１日必着（当
日消印無効）で下記の応募先へ郵送・提出してください。掲載・非掲載にか
かわらず、写真は返却できません。応募が多い場合は初めての方を優先した
上で、抽選します。
※１日が土・日・祝日の場合は、本庁のみ宿直に受付ボックスを準備してい
　ます。コメントは 字を超えると文字が小さくなります。
◎応募先　〒 － 　明屋敷 　西条市役所
　　　　　シティプロモーション推進課　広報係　 － －

ふりがな

誕生日を迎える３歳以下の子どもの写真募集
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俳
　
句	

　
　
　
　
　

横

山

容

子

選

春
愁
や
能の
う
め
ん面
の
瞳め

の
細
か
り
し　
　
　
　

渡
部
喜
生

耕
人
の
行
き
つ
戻
り
つ
畝
起
す　
　
　
　

橋
本
克
彦

花
は
地
に
還か
え

り
て
人
は
老
け
ら
し　
　
　

大
森
妙
子

山
茶
花
の
咲
く
こ
の
径
は
好
き
な
径　
　

菅　

正
子

白
壁
に
映は

ゆ
る
芽
柳
俳
画
展　
　
　
　
　

森　

隆
子

蕗ふ
き

の
薹と
う

下
げ
て
藪や
ぶ

よ
り
出
て
来
た
る　
　

西
村
郁
子

は
か
ら
ず
も
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
日
の
句
会　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
本
満
恵

掛
軸
に
添
ふ
る
一
と
枝
藪や
ぶ
つ
ば
き
椿　
　
　
　

越
智
富
美
子

　

川
　
柳	

　
　
　
　
　

金

子

一

孝

選

愛
犬
が
老
父
に
合
わ
せ
遊
歩
道　
　
　

髙
塚
フ
ミ
子

手
を
引
か
れ
石
段
上
が
る
初
も
う
で　

加
藤
千
賀
子

春
な
の
に
出
る
に
出
ら
れ
ぬ
炬
燵
番　
　

髙
塚
啓
子

真
夜
中
に
コ
ー
ヒ
ー
飲
ん
で
母
偲
ぶ　
　

青
野
洋
子

紙
雛
の
楽
し
さ
水
に
吸
い
込
ま
れ　
　
　

三
好
清
信

転
け
ぬ
よ
う
サ
ド
ル
一
段
低
く
す
る　
　

髙
橋
容
子

花
ご
よ
み
め
く
れ
ば
明
日
の
夢
運
ぶ　
　

神
尾　

子

脳
の
ゴ
ミ
流
し
て
く
れ
る
川
探
し　
　
　

亀
田
幸
子

　

短
　
歌	

　
　
　
　
　

藤

田

虎

雄

選

一
番
に
選
挙
に
行
き
し
初
体
験　

投
票
箱
の
中
見
て

感
動　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
鍋
生
朝
子

雛
人
形
義は

は母
の
手
作
り
孫
に
へ
と
飾
り
終
ふ
れ
ば
娘こ

を
想
ひ
出
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
好
清
信

嬉う
れ

し
さ
は
青
空
仰
ぎ
悲
し
み
は
月
を
見
上
げ
て
妣は
は

に

言こ
と
と問
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

越
智
幸
子

逝ゆ

き
し
息こ

よ
五
月
の
風
に
な
り
て
来こ

よ　

あ
な
た
の

息
子
の
結
婚
式
に　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
田　

薫

方
言
を
臆お
く

せ
ず
言
え
る
我
が
妻
は
今
朝
も
元
気
に

「
ど
う
な
ら
い
」
と
言
う　
　
　
　
　

元
山
莊
一
郎

と
ぼ
と
ぼ
と
歩
み
を
運
び
ス
ー
パ
ー
へ　

水
煮
の
鯖

缶
す
で
に
売
り
切
れ　
　
　
　
　
　
　
　

三
谷
福
美

春
う
ら
ら
庭
に
顔
出
す
つ
く
し
ん
ぼ　

一
本
二
本
五

十
本
数か
ぞ

う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
根
祐
子

奥
祖
谷
の
二
重
つ
り
橋
渡
れ
る
も　

す
き
間ま

を
見
下

ろ
し
足
腰
す
く
む　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤
千
賀
子

　

作
品
は
、
読
み
や
す
い
書
体
で
作
成
し
、
俳
句
・

川
柳
・
短
歌
の
別
を
書
き
、
漢
字
に
は
ふ
り
が
な
を

振
り
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
毎
月

１
日
ま
で
に
郵
送
ま
た
は
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先　

〒
７
９
３

－

８
６
０
１

　

明
屋
敷
１
６
４　

西
条
市
役
所

　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
課　

広
報
係

　

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
４
（
直
通
）

■
俳
句
・
川
柳
・
短
歌　

作
品
募
集

■問合せ

　市庁舎新館２階　産品価値創造課

　TEL0897－52－1380

西条市が全国に誇る産品

はだか麦

ふるさと産品通信

　西条市では５月に、生産量全国１位の「はだか麦」

が収穫の時期を迎えます。

　はだか麦は大麦の一種で、その名前は脱穀すると皮

が簡単に取れることに由来しています。現在、健康食

品として大きな注目を浴びているはだか麦ですが、食

物繊維は白米の10倍以上もあり、「β―グルカン」と

いう成分には血中コレステロールを下げる働きや、が

ん予防効果があるといわれています。

　昨年度の生産量は愛媛県が全国１位で、香川県、大

分県、福岡県が続きます。その中でも西条市は作付面

積、生産量において全国１位を誇っています。市内の

主な生産地は、旧西条市の西部地域と周桑地域です。

当市ではだか麦の生産が盛んなのは、雨量が少なく温

暖であるという気候と、作付面積の大きさ、収量に応

じて補助が出る制度などの要因が挙げられます。

　生産期間は、11月初旬に種まきを行ってから５月中

旬・下旬の収穫までの約７カ月です。

　はだか麦を使った加

工品として、味噌、押

し麦、お菓子、麦茶、

焼酎などがあります。

また現在、市内の民間

企業や愛媛大学地域協

働センター西条が、は

だか麦の機能性を生か

した特産品開発の共同

研究に取り組むなど、

はだか麦を活用した積

極的な取り組みが進め

られています。

▲はだか麦を使った

　パウンドケーキ
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20
年
前
、
カ
ナ
ダ
か
ら
来
ら
れ

て
い
た
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
小
中
学
校
所
属

の
外
国
語
指
導
助
手
）
の
先
生
か

ら
、
こ
ん
な
質
問
を
さ
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
「
日
本
に
は
部
落
差
別
と
い
う

も
の
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
カ
ナ
ダ

に
も
、
先
住
民
や
黒
人
、
障
が
い

者
に
対
す
る
差
別
な
ど
が
い
ま
だ

に
あ
り
ま
す
。
で
も
、
部
落
差
別

は
何
の
違
い
も
な
い
同
じ
人
間
同

士
で
差
別
す
る
。
ど
こ
が
ど
う
違

う
の
で
す
か
。
わ
か
り
ま
せ
ん
」

　

皆
さ
ん
だ
っ
た
ら
、
ど
う
答
え

ま
す
か
？　

私
も
返
答
に
困
り
ま

し
た
。「
戦
後
、
民
主
国
家
と
し

て
再
出
発
し
た
日
本
で
す
が
、
依

然
と
し
て
封
建
的
で
、
か
つ
身
分

制
の
世
の
中
の
考
え
方
を
引
き
ず

っ
て
い
る
」
と
、
外
国
人
に
と
っ

て
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
よ
う
な

説
明
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　　

元
総
務
庁
地
域
改
善
対
策
協
議

会
委
員
を
務
め
ら
れ
た
稲
積
謙
次

郎
さ
ん
の
著
書
に
、
同
様
の
経
験

談
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
自
然
の
違
い
、
見
た
目
の
違

い
か
ら
生
じ
る
差
別
は
、
あ
る
意

味
で
は
分
か
り
や
す
い
が
、
部
落

差
別
は
、
そ
う
で
は
な
く
、
人
間

に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
異
質
性
に

よ
る
差
別
で
す
」

　

こ
の
説
明
で
自
分
な
り
に
納
得

で
き
ま
し
た
。「
人
間
」
が
つ
く

っ
た
差
別
な
の
で
す
。
だ
か
ら
、

人
間
の
手
で
な
く
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

昨
年
12
月
16
日
、
部
落
差
別
の

解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
が
公

布
、
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法

律
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
部
落
差
別

は
現
在
も
存
在
す
る
」「
部
落
差

別
は
許
さ
れ
な
い
も
の
（
社
会

悪
）」
と
し
た
こ
と
で
す
。

①�
差
別
解
消
の
た
め
の
教
育
・
啓

発
の
取
り
組
み

②
相
談
体
制
の
充
実

③
部
落
差
別
の
実
態
調
査

④
国
・
地
方
公
共
団
体
の
責
務

に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。
罰

則
規
定
の
な
い
理
念
法
で
す
が
、

部
落
差
別
解
消
の
た
め
の
法
律
と

し
て
、
初
め
て
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　　

戦
後
日
本
は
、
か
け
が
え
の
な

い
個
人
と
基
本
的
な
人
権
が
尊
重

さ
れ
る
世
の
中
に
な
っ
て
き
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
だ
、
前
近
代

的
な
身
分
社
会
の
意
識
を
引
き
ず

っ
て
い
ま
す
。「
つ
く
ら
れ
た
部

落
差
別
」
は
社
会
悪
で
あ
る
と
い

う
意
識
を
、
み
ん
な
が
共
有
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

人権・同和教育シリーズ　№125
「部落問題」を知っていますか？

西条市教育委員会人権教育課

　民生委員・児童委員制度は全国統一の制度で、全国

で約23万人が活動しています。委員は、自らも地域住

民の一員として、担当する区域で住民の生活上のさま

ざまな相談に応じ、適切な支援やサービスへの「つな

ぎ役」としての役割や、高齢者・障がい者世帯の見守

りや安否確認などの役割も担っています。

　誰もが安心して生活できる地域社会づくりのための

民生委員・児童委員の活動にご協力をお願いします。

問合せ

　○市庁舎本館１階社会福祉課　TEL0897－52－1288

　○各総合支所市民福祉課（電話番号は27ページ）

Ｂ型肝炎訴訟・今治市説明会

日　時　５月20日㈯　
　　　　13時30分～１時間程度

場　所　今治地域地場産業振興センター

　　　　（今治市旭町２－３－５）

内　容　集団予防接種の際の、注射器の回し打ちによ

　　　　るＢ型肝炎ウイルス感染被害に関し、国から

　　　　和解金支払いなどの救済を受けるための手続

　　　　きについて

　　　　※無料、事前予約不要

問合せ　全国Ｂ型肝炎訴訟広島弁護団事務局

　　　　TEL0120－10－6589

図書が寄贈されました

　３月17日、公益社団法人伊予西条法人会から、昨年

に引き続き児童図書・大型絵本が寄贈されました。

　寄贈された図書は西条図書館の蔵書として、来館者

の皆さんにご利用いただきます。

　次の方々からまごころ銀行にご厚志をいただきまし

た。心からお礼申し上げます。（順不同　敬称略）

問合せ　社会福祉協議会　TEL0898－64－2600

個人　

　○越智　賢（三津屋）

　○櫛部茂雄（丹原町長野）
各種団体　

　○飯岡小学校

　○西条商工会議所女性会

　○多賀小学校

　○庄内公民館

民生委員制度は
創設100年を迎えました
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日　　時　５月８日㈪　10時～15時
受付時間　10時～11時30分、13時～14時30分

　　　　　※予約不要

場　　所　松山地方裁判所西条支部

主　　催　愛媛弁護士会西条支部

問 合 せ　松山地方裁判所西条支部庶務課

　　　　　TEL0897－56－0652

相談内容　差別待遇、暴行・虐待、体罰、いじめ、

　　　　　プライバシーの侵害など、家庭・近隣関

　　　　　係などにおける人権問題に関するあらゆ

　　　　　る相談　※予約不要・無料・秘密厳守

日　　時　６月１日㈭　９時～21時
電話番号　０１２０－３２５－１１０（携帯電話可）

相談担当　人権擁護委員、法務局職員

～憲法週間行事～

弁護士会による無料法律相談 人権擁護委員の日12時間電話相談

定期無料相談
＜代表電話＞　○西条市庁舎：0897－56－5151　○東予総合支所：0898－64－2700

　　　　　　　○丹原総合支所：0898－68－7300　○小松総合支所：0898－72－2111

＜注意事項＞　定期相談の実施日は原則「祝日・年末年始」を除きます。問＝問合せ

行政相談
○５月９日㈫・６月６日㈫　10時～12時
　東予総合支所１階第１会議室

　問東予総合支所総務課
○５月９日㈫　13時～15時　市庁舎新館１階市民生活課
　問市庁舎新館１階市民生活課　TEL0897－52－1243
○５月９日㈫　９時～12時　丹原福祉センター
○５月23日㈫　９時～12時　田野公民館
　問丹原総合支所総務課
○５月19日㈮　13時～15時　小松農村環境改善センター
　問小松総合支所総務課
人権相談
○６月１日㈭　９時～15時　大町公民館
　問市庁舎新館１階市民生活課　TEL0897－52－1243
○６月１日㈭　９時～15時　壬生川公民館
　問東予総合支所総務課
○６月１日㈭　９時～15時　丹原福祉センター
　問丹原総合支所総務課
○６月１日㈭　９時～15時　小松農村環境改善センター
　問小松総合支所総務課
○月～金曜日　８時30分～17時15分　松山地方法務局西条支局

　問松山地方法務局西条支局　TEL0570－003－110
法律相談
　事前予約制（受付５月１日㈪～、先着15人）
※弁護士が解決の糸口となる助言を行います。相談時間は、１人

　15分間ですので、相談内容を整理しておいてください。

○５月10日㈬・24日㈬　13時～17時　市庁舎新館１階市民生活課
　問市庁舎新館１階市民生活課　TEL0897－52－1243
○５月17日㈬　13時～17時　東予総合支所１階面接室
　問東予総合支所総務課
消費生活相談
　月～金曜日　８時30分～17時15分

　市庁舎新館１階消費生活センター　TEL0897－52－1495

司法書士法律無料相談（相続、遺言、多重債務相談を含む）
　５月10日㈬　10時～12時（受付11時15分まで）
　中央公民館

　問愛媛県司法書士会（池田）　TEL0898－68－3373
若者就労支援出張相談会
　５月９日㈫・23日㈫　13時～17時
　ハローワーク西条

　問東予若者サポートステーション　TEL0897－32－2181
青少年電話相談
◆ヤングテレホン　　月～金曜日　８時30分～17時

　TEL0897－52－2828（青少年育成センター）

◆いじめ相談ダイヤル24　　毎日24時間受付

　TEL0570－0－78310（ＰＨＳ・ＩＰ電話はTEL089－960－8522）

子育て相談
◆カウンセラーによる教育・発達・医療など「専門的相談」

　○日曜日・祝日　10時～15時

　　総合福祉センター内　　　ひだまり　TEL0897－55－1018

　○５月27日㈯　10時～12時
　　紺屋町フロム２階　元気にこにこ堂　TEL090－7624－9420

◆地域子育て支援センター「平日の子育て相談」

　○総合福祉センター内　　　ひだまり　TEL0897－55－1018

　○飯岡保育園内　　おさなごゆめの城　TEL0897－55－2311

　○東予南保育所内　　らっこ・はうす　TEL0898－64－3112

　○小松東保育所内　　たんぽぽくらぶ　TEL0898－72－2538

　○中川さくら保育園内　　さくらんぼ　TEL0898－73－2141

　○紺屋町フロム２階　元気にこにこ堂　TEL090－7624－9420

女性児童各種相談　受付：８時30分～17時15分
◆家庭児童相談　　　　　月～金曜日　市庁舎子育て支援課

　　　　　　　　　　　　　　〃　　　東予総合支所市民福祉課

◆ＤＶ・婦人相談　　　　月～金曜日　市庁舎子育て支援課

　　　　　　　　　　　　毎週水曜日　東予総合支所市民福祉課

◆母子父子寡婦自立相談　火・水・金曜日　市庁舎子育て支援課

　　　　　　　　　　　　月・木曜日　東予総合支所市民福祉課

　問市庁舎本館１階　子育て支援課　TEL0897－52－1373
　　東予総合支所　市民福祉課　　　TEL0898－64－6767

心配ごと相談　　主催：西条市社会福祉協議会（社協）
○総合福祉センター　社協西条支所　TEL0897－53－0880

　月～木曜日　13時～16時

○東予総合福祉センター　社協本所　TEL0898－64－2600

　金曜日　９時～12時

○丹原福祉センター　社協丹原支所　TEL0898－76－2433

　第２・４火曜日　９時～12時

○小松地域福祉センター　社協小松支所　TEL0898－72－6363

　第２・４水曜日　13時～16時

補聴器相談会
〇５月17日㈬　10時～15時　市庁舎新館１階相談室３
　　　　　　　　　　　　　東予総合支所第１会議室

　問市庁舎本館１階社会福祉課　TEL0897－52－1214
精神障がい者の家族相談会
　５月18日㈭　13時30分～15時30分　
　総合福祉センター２階社会活動団体室

　問さくら家族会（さくらんぼハウス内）　TEL0897－53－1803
不動産無料相談
　５月８日㈪　13時～15時　西条宅建協会　TEL0897－55－0988
　主催：西条宅建協会（明屋敷57－11　兵庫ビル２階）

無料不動産相談
　５月10日㈬　13時～15時
　西条商工会議所東予支所　TEL0898－64－5000

　主催：宅建協会周桑支部、西条商工会議所
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　平成28年度、完了認定証を交付された方は次のとお

りです。（敬称略）

◆全国一周完了（10,310㎞）

○小松　茂（小松町新屋敷）

○髙橋　滋（丹原町今井）

◆北海道一周コース（2,190㎞）

○佐伯幾久惠（小松町新屋敷）

○佐伯美智子（丹原町丹原）

○石原トヨミ（丹原町池田）

○佐伯弘美（丹原町古田）

○渡邉　光（国安）　　　○河渕　力（飯岡）

◆九州一周コース（1,840km）

○松本道子（丹原町古田）○河渕　力（飯岡）

◆四国一周コース（940km）

○近藤　進（大町）　　　○月原保廣（丹原町来見）

○河渕　力（飯岡）　　　○小松　茂（小松町新屋敷）

◆ウォーキングマップ25コース達成者（２回目）

○石川敏行（樋之口）　　○伊藤哲朗（神拝）

○河渕　力（飯岡）　　　○伊藤敏美（大町）

○田中利子（大町）　　　○深見百合子（西泉）

◆ウォーキングマップ25コース達成者（１回目）

○高木ユタカ（飯岡）　　○小松　茂（小松町新屋敷）

○石川敏行（樋之口）　　○伊藤哲朗（神拝）

○砂田春男（北条）　　　○砂田美智子（北条）

○角本眞知子（船屋）　　○船橋光子（福武）

○飯尾富美子（福武）　　○辻本直子（古川）

○越野　稔（飯岡）　　　○中越喜一（下島山）

○近藤　進（大町）　　　○十亀礼子（丹原町池田）

○三好祥文（丹原町池田）○井上正美（丹原町高松）

○秋山廣美（河原津）　　○槇ハルミ（河原津）

楽しく歩いて健康生活

ウォーキング教室
参加者募集！

平成29年度の予防接種対象者をお知らせします

高齢者肺炎球菌感染症ワクチン
　このワクチンは、国内でみられる肺炎球菌の約８割

以上を占める、23種類の肺炎球菌感染症の予防効果が

あります。重症化防止のためにも接種しましょう。

平成29年度の対象者

　①以下の生年月日の方

　　65歳：昭和27年４月２日～昭和28年４月１日

　　70歳：昭和22年４月２日～昭和23年４月１日

　　75歳：昭和17年４月２日～昭和18年４月１日

　　80歳：昭和12年４月２日～昭和13年４月１日

　　85歳：昭和７年４月２日～昭和８年４月１日

　　90歳：昭和２年４月２日～昭和３年４月１日

　　95歳：大正11年４月２日～大正12年４月１日

 　100歳：大正６年４月２日～大正７年４月１日

　②接種時に60～64歳で、心臓、腎臓、呼吸器、ヒト

　　免疫不全ウイルスによる免疫低下の重度障がいを

　　有する方（身体障害者手帳１級）

接種回数　１回

接種費用　4,000円

問合せ　中央保健センター

　教室でウォーキングを継続するための基礎を学び、

楽しく健康づくりを始めませんか。

内　　容　正しいウォーキングのポイントを習得後、

　　　　　３～５キロメートルのコースを歩きます。

　　　　　ウォーキングの前後にはストレッチ運動も

　　　　　行います。ポールを使った、ノルディック

　　　　　ウォーキングも。

対　　象　おおむね30歳以上の市民

定　　員　各20人

申し込み　５月９日㈫から各保健センターで受付開始。

場所・申込先 開催期間・日時

東予保健センター

丹原保健センター

小松保健センター

中央保健センター
６月・７月の毎週月曜日（全８回）

13時30分～15時

６月・７月の毎週水曜日（全７回）

13時30分～15時

６月・７月の毎週木曜日（全８回）

13時30分～15時

６月・７月の毎週火曜日（全８回）

13時30分～15時

▼ウォーキング教室の日程など
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■赤ちゃん健康情報

◆ぽかぽか広場　場所：中央保健センター

　妊娠・出産・育児などの相談や情報交換が

行えます。保健師・栄養士・助産師・保育士

などのスタッフが相談に応じます。

※２週間以内に感染症にかかった方、接触された方、

　治って間もない方の来場は、ご遠慮ください。

日時：火曜日（祝日除く）

　　　10時～15時（助産師相談は12時まで）

◆チェリーくらぶ　場所：小松保健センター

　子どもの遊び場や、保護者が気軽におしゃ

べりのできる空間を提供しています。

日時：月・木曜日（祝日除く）９時～16時

■成人向け「健康栄養相談」※要予約

受付時間：13時30分～16時

中央保健センター：５月８日㈪・６月５日㈪
東予保健センター：５月１日㈪・６月12日㈪
丹原保健センター：５月15日㈪・６月19日㈪
小松保健センター：５月22日㈪・６月26日㈪

■こころの相談　※要予約

　生活上の問題、治療、社会復帰など、心の

健康相談に医師・保健師が応じます。

日時：５月29日㈪　14時～16時
場所：東予保健センター

申込先：中央保健センター

■認知症（もの忘れ）相談　※要予約

日時：５月25日㈭　９時～11時30分
場所：東予総合福祉センター１階相談室

問合せ：高齢介護課　TEL0897－52－1412

■西条保健所情報

◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）

　月曜日（祝日除く）10時～11時

◆骨髄バンク登録（要予約）

　月曜日（祝日除く）９時～15時

◆難病医療相談（要予約）

　５月23日㈫　13時30分～15時30分
問合せ：西条保健所　TEL0897－56－1300

体の中から健康になる　食事のつぼ講座
内容

　カロリー編：食べ物のカロリーを知り、理想の体重に近づこう

　バランス編：食事バランスガイドを知り、体の内側から美しくなろう

▼５月・６月の日程など　　　　　　　　　　 　※申し込みは前日まで受付

中央保健センター

東予保健センター

場所・申込先 カロリー編

５月26日㈮

バランス編

６月21日㈬

５月12日㈮
13時30分～15時

受講時間

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター

※必要な物　母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）

※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

小松 小松

９日㈫

18日㈭

23日㈫

17日㈬

11日㈭

16日㈫

25日㈭

13：00～13：30 東予 東予平成29年１月１日～
１月31日の出生児

平成29年１月１日～
２月28日の出生児

13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

東予・丹原・小松

平成27年10月１日～
10月31日の出生児

13：00～14：00 中央 西条

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成26年４月１日～
４月30日の出生児13：00～14：00 中央 西条

５月の乳幼児健康診査

９日㈫　９：30～11：00　中央保健センター

１日㈪　９：30～11：00　東予保健センター

５月の乳幼児相談

グループ名

　神戸グラウンドゴルフクラブ

活動場所　神戸公園

活動日　　毎週月～金曜日

コメント

　平成８年からグラウンドゴルフと

ラジオ体操を始めたグループです。まずはラジオ体操で体をほぐし、午

前中グラウンドゴルフを楽しんでいます。ラジオ体操のポイントを集め

ることも、楽しみになりました。健康づくり・生きがいづくり・仲間づ

くりを目標に、これからも活動を続けていきます。

10日㈬　９：30～11：00　小松保健センター

ラジオ体操グループ紹介

６月15日㈭

◆東予周桑

日時・場所　６月３日㈯　14時30分～16時30分　東予総合福祉センター
内容（小学生未満対象）　○歯みがき教室　○歯の健康相談

　　　　　　　　　　　　○フッ素塗布　○歯ブラシ記念品プレゼント

問合せ　深田歯科医院（深田）TEL0898－72－2007

◆西条

日時・場所　６月４日㈰　９時～11時30分　総合福祉センター
内容　○フッ素塗布　○ブラッシング指導　○歯周病健診

　　　○顕微鏡で見るお口の細菌　○あなたも将来歯科衛生士

問合せ　まなべ矯正歯科（真鍋）TEL0897－55－7183

11日㈭　９：30～11：00　丹原保健センター

小松保健センター

丹原保健センター ６月23日㈮

６月30日㈮

30日㈫　10：00～11：00　丹原児童館

24日㈬　10：00～11：00 東予北地域交流
センター

歯と口の健康について考えてみませんか
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▼当番病医院は変更の場合があるため、受診前に各病医院かテレホンサービスTEL0897－58－2200でご確認ください。

▼小さな子どもの急な病気やけがで心配なときは、小児救急医療電話相談（19時～翌朝８時）をご利用ください。

　医師や看護師が相談に応じます。TEL＃8000（携帯電話・プッシュ回線） TEL089－913－2777（ダイヤル回線）

▼小中学生の時間外受診時は、いったん一部負担金を支払い、後日、市役所で払い戻し手続きをしてください。

受診前に必ず電話してください
症状によっては受診できない場合があります。

５月の当番病医院

広 告 欄 広 告 欄

１
㈪ 19時～22時

内科 外科

16
㈫

19時～22時

２
㈫ 19時～22時

西条愛寿会病院
0897－55－2300

済生会西条病院
0897－55－5100

９時～18時

西条中央病院
0897－56－0300

17
㈬

19時～22時

西条市民病院
0898－72－4111

３
㈬
18時～22時

18
㈭

19時～22時

４
㈭

９時～18時

休日夜間急患センター
0897－52－2001

19
㈮

19時～22時

18時～22時

休日夜間急患センター
0897－52－2001

20
㈯

19時～22時

６
㈯

９時～18時 21
㈰

19時～22時

松本整形外科
0897－52－1011

７
㈰

18時～22時

休日夜間急患センター
0897－52－2001

22
㈪

９時～18時

８
㈪

19時～22時

23
㈫

18時～22時

９
㈫

９時～18時

休日夜間急患センター
0897－52－2001

西条中央病院
0897－56－0300

19時～22時

18時～22時

村上記念病院
0897－56－2300

24
㈬

19時～22時

10
㈬

19時～22時

休日夜間急患センター
0897－52－2001

25
㈭

19時～22時

19時～22時

休日夜間急患センター
0897－52－2001

26
㈮

19時～22時

11
㈭

19時～22時
27
㈯

19時～22時

横山病院
0898－72－2121

12
㈮

19時～22時

休日夜間急患センター
0897－52－2001

今井クリニック
0898－68－8118

28
㈰

19時～22時

13
㈯

19時～22時

29
㈪

９時～18時

14
㈰

19時～22時

休日夜間急患センター
0897－52－2001

30
㈫

18時～22時

15
㈪

９時～18時

19時～22時
休日夜間急患センター
0897－52－2001

内科 外科

18時～22時

休日夜間急患センター
0897－52－2001

休日夜間急患センター
0897－52－2001

平田クリニック
0898－76－2256

休日夜間急患センター
0897－52－2001

済生会西条病院
0897－55－5100

村上記念病院
0897－56－2300

市立周桑病院
0898－64－2630

西条中央病院
0897－56－0300

横山病院
0898－72－2121

平田クリニック
0898－76－2256

済生会西条病院
0897－55－5100

村上記念病院
0897－56－2300

西条市民病院
0898－72－4111

休日夜間急患センター
0897－52－2001

31
㈬

５
㈮

休日夜間急患センター
0897－52－2001

済生会西条病院
0897－55－5100

休日夜間急患センター
0897－52－2001

西条中央病院
0897－56－0300

村上記念病院
0897－56－2300

村上記念病院
0897－56－2300

飯尾皮フ科泌尿器科
0898－64－5577

西条中央病院
0897－56－0300

今井クリニック
0898－68－8118

飯尾皮フ科泌尿器科
0898－64－5577

村上記念病院
0897－56－2300

西条中央病院
0897－56－0300

済生会西条病院
0897－55－5100

済生会西条病院
0897－55－5100

休日夜間急患センター
0897－52－2001

19時～22時

19時～22時

西条市民病院
0898－72－4111

松本整形外科
0897－52－1011

市立周桑病院
0898－64－2630
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Erth’s Dinosaur Zoo　恐竜どうぶつ園
～ティラノサウルスがやってくる！～
Erth’s Dinosaur Zoo　恐竜どうぶつ園
～ティラノサウルスがやってくる！～

17

18

23

開催まであと４カ月
デモンストレーションスポーツクライミングは
県内在住の小学４年生～中学３年生を対象に

５月１日㈪から26日㈮まで申込受付します。

９時～15時

丹原文化会館駐車場 ※雨天時は館内

５/７ 日

内容内容

西条アートフェスティバル2017西条アートフェスティバル2017

アート制作、展示、発表、演奏、演技、食べ物市

など ※一部参加費が必要

１回目：13時　２回目：15時30分開演

総合文化会館大ホール

８/29 火

3,000円 全席指定入場料入場料

市内を中心に活動しているコーラスグループ

応募期間応募期間

出演申込書に必要事項を記入し、総合文化会

館に提出するか、郵送・ファクスでお申し込

みください。

※各行事は主催者の都合で変更することがあります。【５月の休館日】月曜日、２日㈫、９日㈫～11日㈭

▼ 総 合 文 化 会 館 　 神拝甲79－4　TEL0897－53－5500

18

大ホール第21回葵歌謡愛好会　カラオケ発表会

1000円

14

市教育委員会人権教育課　　TEL0897－52－1360

小ホール

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

フレンド曽我部ダンス 　　TEL090－3184－4177

第46回西条地域春季市民芸術文化祭：芸能祭

日

10：00

12：00５

土６
クリス・ハート第２回全国47都道府県ツアー
～my hometown～

第１回　人権・同和教育講座木

20
21 第46回西条地域春季市民芸術文化祭：美術展

※20日は17時、21日は16時まで

12：30
9：30

12：55
10：00

小ホール

16：00

9：00

無　料

葵歌謡愛好会（越智）　　　TEL0897－55－2846

19：20

9：30

17：00

土
日

大ホール

無　料

6800円 総合文化会館　　　　　　　TEL0897－53－5500

18：50

大ホール

３ 水 社交ダンスパーティー

小ホール
展 示 室

無　料

無　料

市教育委員会社会教育課　　TEL0897－52－1628

１

～

７

５

※各行事は主催者の都合で変更することがあります。【５月の休館日】月曜日、２日㈫、９日㈫～11日㈭

小ホール
2017 西条さくら咲く展
※17時まで、最終日は15時まで

行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料

▼ 丹 原 文 化 会 館 　 丹原町田野上方2131－1　TEL0898－68－3555

月

～

日

問 合 せ

9：00 無　料

曜

大ホール

永納山古代山城跡の会事務局（渡辺）
　　　　　　　　　　　　　TEL0898－66－1169

無　料

日月

西条アートフェスティバル2017
※15時まで、雨天時は館内

７ 日

14 日 吹奏楽クリニック

14：00

9：00

13：30

全　館

丹原文化会館　　　　　　　TEL0898－68－3555

丹原文化会館　　　　　　　TEL0898－68－3555

28 日 東予ウインドハーモニー　第21回定期演奏会

9：00

9：00 9：30

事務所前
通路

駐 車 場

500円

無　料
※一部参加費必要

無　料

東予ウインドハーモニー（土居）
　　　　　　　　　　　　　TEL0898－64－2948

西条市国指定史跡「永納山古代山城跡」パネル展
※最終日は15時まで

丹原文化会館　　　　　　　TEL0898－68－3555

“さいじょう”コーラスフェスティバル
出演団体募集

“さいじょう”コーラスフェスティバル
出演団体募集

７/９ 日 総合文化会館大ホール

出演条件出演条件

申込方法申込方法

５月16日㈫まで　※郵送の場合は当日消印有効

家族みんなで楽しめる体験型の恐竜パペットショー。

問合せ問合せ 丹原文化会館

チケット販売中！

31 広報さいじょう　2017　５月号
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http://www.city.saijo.ehime.jp
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citypromo＠

saijo-city.jp

02　特集　西条が誇る世界一

　　市之川の輝安鉱

04　消防観閲式

06　平成29年度当初予算

08　栄典受章／人事案件３件に同意／石鎚のブラ

　　ンド価値創造に向け協定締結 ほか

09　臨時福祉給付金の申請受付を開始

10　春合宿 in 西条

11　支所だより

12　情報最前線

　　12～15：お知らせ／15～17：催し

　　16～18：講座教室／18：募集

19　施設ガイド

22　まちのわだい カメラスポット

24　Ｈａｐｐｙ Ｂｉｒｔｈｄａｙ

25　さいじょう文芸広場 ほか

26　人権・同和教育シリーズ ほか

27　定期無料相談

28　保健センターだより

30　５月の当番病医院

31　文化会館イベント情報 ほか

５月号　目次

西条バードウォッチング　　撮影：十亀茂樹

№141　サンショウクイ（夏鳥）

◎人口　 111,194 人（－310）

　男性　  53,626 人（－134）

　女性　  57,568 人（－176）

◎世帯　50,411 世帯（＋40）

　住民基本台帳登録数
　平成29年３月末日現在（前月比）

当番病医院（常時）
０８９７－５８－２２００

災害情報（発生時）
０８９７－５５－５５５１

防災行政無線の内容確認
０８９７－５６－６５９９

　全長20㎝、夏鳥として山麓から山地の広葉樹林に渡来し

ます。近年、南西諸島に留鳥として生息する亜種リュウ

キュウサンショウクイが四国でも通年見られています。和

名の由来は江戸時代中期から「山椒喰い」と呼ばれ、「ヒ

リリヒリリン」と鳴くことから「山椒は小粒でもピリリと

辛い」のことわざになぞらえて付いたといわれています。

人口のうごき テレホンサービス
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